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　平成 31（2019）年 4 月 1 日施行の「出入国管理及び難民認定法及び法務省設置法の一

部を改正する法律」により、在留資格「特定技能」が新設されて３年が経過します。

　特定技能制度は、人手不足が深刻な産業分野にて即戦力となる外国人材を受け入れる

もので、農業分野では在留期間が通算５年間までの「特定技能１号」が適用されています。

　現在では、多くの受入れ機関が、特定技能外国人として複数年の雇用を経験したこと

になります。

　こうしたなか、一般社団法人全国農業会議所では、農林水産省の令和３年度事業「外

国人材受入総合支援事業」にて、令和２年度に引き続き農業分野で特定技能外国人を受

入れている農業者等を調査し、優良事例集を作成しました。

　具体的には、「農業特定技能協議会」に加入している受入農家等に、以下の事項につい

てアンケートを行ったうえで、個別に取材・調査した結果を取りまとめました。

　① 導入のきっかけ

　② 雇用契約・支援内容

　③ 労働条件とキャリアアップ・処遇

　④ 受入れた効果と今後の意向

　⑤ 共生社会の実現に向けた取組　など

　今年度の調査では、特定技能外国人を一定の役職に登用する、明確なキャリアアップ

制度を設けるといった、モデルとなりうる事例を紹介しています。

　また、特定技能外国人への支援の工夫や受入れる際の心構え、技能実習生との役割分

担など、参考になる内容を掲載しています。

　現在、特定技能外国人を受入れている、あるいは受入れを検討している農業者等の皆

さまが適正かつ円滑に制度を利用し、外国人材が働きやすい環境がより一層整備される

ために本事例集をご活用ください。

　令和 4（2022）年 3 月

一般社団法人　全国農業会議所
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1.基本情報
［経営規模］

●　耕作面積 59ha（露地）、ハウス 9 棟
●　主な作物 ジャガイモ、春ダイコン、秋ダイコン、ゴボウ、ニンジン
  今年度からはサツマイモの栽培も開始
●　売 上 高 1 億 6,500 万円（令和 3 年度見込み）
●　社員構成 日本人 5 名（両親と兄弟 3 名の家族経営）　外国人 7 名
  繁忙期にスポットで 1 名
　　　　　　

［在留資格］
●　特定技能外国人 3 名（インドネシア人　男性 3 名）　
●　技能実習生 4 名（インドネシア人　男性 4 名）

2.導入のきっかけ・取り組み等　
●　日本人を採用しても、すぐに辞めてしまうことが課題だった。そのため、監理団体のハタラク・

メイト協同組合（登録支援機関）の紹介を受け、真面目な人物が多いインドネシア人の受入れを
開始した。

［リクルートについて］
●　特定技能外国人の 3 名全員が、自社の技能実習生からの移行である。作業にも慣れているので、

特定技能は自社の技能実習生からの切り替えを基本方針としている。
●　意欲ある優秀な人材が欲しいので、特定技能外国人の採用を増やしていきたいと考えている。

3.雇用契約・支援内容
［雇用契約］

●　1 年契約を 5 回更新する方針。
●　本人たちの希望があれば、自社で特定技能として 5 年間働いてほしいと考えている。

受入れ機関

登録支援機関

株式会社フジタファーム
（茨城県小美玉市）

ハタラク・メイト協同組合
（東京都江戸川区）

家族経営と外国人材のおかげで
貸借地等を増やし経営規模を拡大事例 1

耕  種



5

［支援計画について］
●　登録支援機関のアドバイスを受けながら、受入れ機関が作成している。
　　　　 

［宗教について］
●　断食の実施については本人たちに任せているが、作業中に水分を取らないのは辛そうで、心配

をしている。
●　農繁期が終わり、外国人たちがアウトレットに行きたいと言っていたので、レンタカーを借り

て行く機会をつくった。その際、近くの観光名所である牛久大仏にも寄ったが、イスラム教は偶
像崇拝禁止のため、イスラム教徒である彼らがどう思ったか少し不安がある。

［住宅環境について］
●　昔の母屋をリフォームして使用している。
●　特定技能外国人には、1 人 1 部屋を提供しており、Wi-Fi も完備している。

　　 
［地域交流について］

●　かつては技能実習生と一緒にバドミントンの市民クラブに参加していたが、現在はコロナ禍で
中断している。

［苦情や要望対応など］
●　カーテンや家電といった生活設備面の要望があれば、すぐ対応している。
●　コミュニケーションについては日常会話を重視しており、休憩の時間などに外国人からの要望

を聞いている。

作成した支援計画表

［事例1］　株式会社フジタファーム
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4.労働条件とキャリアアップ・処遇

［労働条件］
●　時給制　930 円
●　技能実習生の時給は、最低賃金より 20 円高く設定している。
●　特定技能外国人は、さらに高い設定にしている。
●　また、1 年に 1 回の定期昇給を行っている。

［休憩について］
●　休憩は昼 75 分、10 時と 15 時に 15 分ずつで、合計 105 分。
●　外国人からの要望で、昼休みを 60 分から 75 分に延長した。昼食を自炊しているため、食事後

の休憩を考慮すると、60 分では短いとのことで対応した。

［休日について］
●　休日は月に 9 日間設けている。
●　土曜日は外国人材側の要望もあり、出勤することが多い。
●　有給休暇は、全て消化してもらうようにしている。

［転職等について］
●　自社で働きながら、他の特定技能試験の勉強をしている特定技能外国人もいる。急に退職され

るのは困るが、1 カ月前までに言ってくれれば無理に引き止める気はない。
●　特定技能外国人の 1 名が長野の農家への転職を希望していたが、こちらのほうが良い条件だと

考え直してくれ、引き続き雇用ができた。

［安全衛生について］
●　ニンジンの収穫時に、ベルトに手を巻き込まれる事故が以前発生した。その経験を踏まえ、日

本人も含めた従業員一同、大きな声で合図することを重視している。

ごぼうの収穫作業
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●　恥ずかしがって大きな声を出せない者もいるが、機械より大きな声を出さないと危ないため、
出すよう指導している。

●　日本人従業員も数字や方向、基本的な動作、安全衛生に関するインドネシア語を勉強し、仕事
や情報伝達が円滑に進むよう努めている。

［キャリアアップについて］
●　特定技能外国人の 1 人を、実習生も含めた外国人のリーダーに定めている。リーダーには、時

給で数十円の手当をプラスしている。
●　家族が農場長なので、それより上の立場に外国人材が就くことは考えにくいが、特定技能や優

秀な技能実習生には責任と役割を割り振っている。
●　特定技能は技能実習生より経験値が高いため、作業を教える場面も多い。

［賃金以外の手当について］
●　手袋や長靴も含めて、作業着の購入補助を 1人あたり年 3万円支給している。
●　水道・光熱費は、外国人 7 人で 1 万円／月を補助している。
●　米は会社より外国人従業員に対し安価で販売している。ハウスで収穫した野菜を無料提供する

こともある。
●　今年から作業場に冷蔵庫を設置し、暑い時期は熱中症対策のためジュースも無償で提供して

いる。

［能力向上について］
●　定期的に仕事の能力をはかる仕組み（昇給制度）を、検討中である。

5.効果と今後の動向
［受入れ効果について］

●　丁寧な圃場管理ができるようになったことで、地域の空いた畑を借りられる機会が増えた。
●　人が増えたことで管理できる土地が増え、土地を借りて欲しいという話がよく舞い込んでくる
ようになった。

●　現在の耕作地 59ha のうち、45ha が貸借地である。

［帰国後の交流］
●　技能実習帰国後に再度来日を希望している外国人とは、インターネットで交流している。

［共生について］
●　当初は、畑から自転車で戻ってくる際や畑での作業中に、ポイ捨てや、他人の敷地に入ってし

まうことがあった。そのたびに指導した結果、近隣住民からのフジタファームの外国人従業員に
対する評判は非常によくなった。

●　コロナ禍のため、各種地域行事への参加は難しい。

［事例1］　株式会社フジタファーム
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6.新規受入れ国等の考え方
［新規国籍者について］

●　国籍が違うとうまくいかない懸念があるので、今の所は考えていない。

7.特定技能外国人の声
●　全員インドネシアのジョグジャカルタ出身である。
●　趣味は空手・バドミントン・バレーボールなど。
●　日本はインドネシアより給料が良いため、日本で働きたいと考えていた。
●　日本の給料や生活については、満足している。稼いだお金でインドネシアに家を建てたい。
●　インドネシアでは機械を買うお金がないため、ほとんど手作業で農作業を行っている。

宿舎の一室に集合した特定技能外国人
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1.基本情報
［経営規模］

●　耕作面積 5ha（露地）
●　主な作物 ねぎ（生産・加工・パッケージ・販売）
●　社員構成 日本人 36 名、外国人 6 名
●　そ の 他  販売と登録支援の事業を（株）TFY が行い、加工の現場、畑、全国の仕入れ等

をファーマーズトラストで行っている。

［在留資格］
●　特定技能外国人 3 名（インドネシア人男性 3 名、2020 年 12 月から）
●　技能実習生 3 名（インドネシア人）

2.導入のきっかけ・取り組み等　

●　北海道から鹿児島まで全国に 20 以上の契約産地がある中、求人を出してもなかなか人が集ま
らず、高齢化や人材不足が共通の課題であった。そのような農業者を応援するため、また効率を
上げて自社への出荷を増やしてもらうことが導入のきっかけであった。

●　高齢の生産者は外国人を雇用することへの警戒心が特に強かったため、特定技能制度の発足前
に、まず自社で技能実習生を雇用し、その経験を伝えられるようにした。

［リクルート方法］
●　特定技能が始まったことをきっかけに、（株）TFY がインドネシアで募集し、希望者が多数だっ

たので、面接を行い採用した。
●　特定技能外国人として採用したのは、①過去に技能実習（別の実習先）の経験がある方、②技

能実習の経験なく、インドネシアで農業技能測定試験を受け合格した方。農業に対して意欲的で
あること、そのうえでコミュニケーション能力があることを主眼に置いた。

受入れ機関

登録支援機関

株式会社ファーマーズトラスト
（埼玉県深谷市）

株式会社TFY
（埼玉県深谷市）

将来は、特定技能外国人とインドネシアで
出資して生産会社や流通会社を事例 2

耕  種



10

3.雇用契約・支援内容
［雇用契約］

●　5 年間の直接雇用。
●　農業は作物によって栽培や加工の方法は違い、葱は 1 年で 1 作のため、１年で覚えることは難

しい。参考までに、技能実習生の場合は 3 年で、ようやくある程度の知識と技能が身についたと
いえるレベルになる。よって 5 年という長期間で契約している。

［支援計画について］
●　入国前の農業研修では、即戦力となれるよう現地の送出機関を通して、みっちり 2週間、イ
ンドネシアで土に触れて体を慣らしてもらっている。

●　日本語教育に関しては、日本行きが決まると安堵して勉強をやめてしまう傾向があるので、入
国直前まで会話重視の教育をお願いしている。

●　コロナ禍で入国予定の目途が立たなかった間は、グループ LINE を活用してコミュニケーショ
ンを取り、日本の現状と受入れ体制が整っていることを伝え、モチベーションの維持や不安の排
除に努めた。

［住環境について］
●　一軒家が適切であると考える。技能実習生と助け合いながらチームのように親密な関係を築い

てもらうため、4 軒先の空き家を借りた。そこで 3 人の男性の特定技能外国人が一緒に暮らして
いる。Wi-Fi 設備については用意した。

［ごみの分別等について］
●　ゴミ分別がわからず間違えて分別せずに捨ててしまったり、容器の中を洗わずに捨ててしまっ

たりしたことで苦情があったが、下図のようなパワーポイントやイラストを使って周知した。ま
た、肉や魚のトレー等を洗う習慣がなかったため、繰り返し教育を行い、近隣住民と同様の認識
を持つようにさせた。

●　また月に 2、3 回程度、ごみ置き場の清掃に参加している。当初は言葉の壁等があり、外国人
のごみ置き場清掃は断られていたが、近隣住民に働きかけ、参加させてもらえるようになった。
インドネシアではこのようなボランティアの習慣はないが、本人たちもごみ置き場の掃除などに
抵抗はあまりなかった。

 

インドネシア語で表示したごみの分別表

もえるごみ
月・火・水・金

Rabu Kedua setiap bulan

ペットボトル
もくようび

かん・もくようび
びん・もくようび

ダンボール
もくようび

・Ayo cuci bershi isinya
・Tolong masukkan masing-masing ke dalam tas.

Jangan campur dan jangan pura-pura tidak tahu
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［地域交流について］
●　コロナ禍ということもあり、来日の際には 2 週間隔離されていたものの、近隣住民が外国人を

快く思わないのではないかと懸念していた。しかし、本人たちも日本に滞在していた経験があり、
挨拶をするなどのコミュニケーションを取り、徐々に打ち解けていくことができた。

●　地域行事へ参加し、近隣住民は高齢者が多いため、若い力を活かし溝掃除を行っている。その
お礼として近隣住民が特定技能外国人の家の草むしりをしてくれるなど、良好な関係性が築けて
いる。

●　一時期は誤解があり距離が生まれた時期もあったが、ひとつひとつ誤解を解いていった結果、
近所の人からの評判も良く、現在は良好な関係である。

4.労働条件とキャリアアップ・処遇
［労働条件］

●　月給制　18 万円
●　外国から来てもらい雇用していく以上は、社員としての意識を持ってもらいたいというメッ
セージを込めて、月給制にしている。

●　勤務時間は、8 時～ 17 時半（休憩は昼 12 時～ 13 時と午前と午後 15 分で、合計 90 分）
●　シフト制だが、休みが偏らないように日本人とおなじ勤務体系にしている。働き方や休みの取

り方も同じにしている。

［安全衛生について］
●　外国人にも機械を使ってほしいので、フォークリフトの資格を取得してもらった。特別教育の

社内講習を受けさせることで、座学や OJT で有資格者と一緒に作業しながら習得できた。

［キャリアアップについて］
●　将来的にはリーダーにしたいと思っている。日本人も含めた従業員全体のリーダーという人物

像で検討中。リーダーになった際の手当も考えている。

［昇給等について］
●　賃金昇給については、半年ごとに業績評価で行っている。
●　インドネシアにボーナスという仕組みはないが、本人たちはボーナスをとても嬉しいと言って

いる。なお、技能実習生については時給制であり、ボーナスはなし。

［能力向上について］
●　当面は日本語検定の N3 取得を目標にしているが、帰国後のキャリア形成を考えると、N2、
N1 取得も視野に入れている。本人たちも意欲がありそれを希望しているので、オンライン教材
等も導入した。

［福利厚生について］
●　そばやうどんは宗教上禁忌な食べ物には該当せず、日本人と一緒に食事を楽しめるという観点
から、業者から茹でそばやうどんを安く仕入れて、休憩室で提供している。

［事例2］　株式会社ファーマーズトラスト



12

［交流支援や苦情対応について］
●　マメに LINE などでコンタクトを取っている。
●　現地の送り出し機関とも連携を取っており、何かあった際は親ともすぐ連絡がつくようにして
いる。

●　本人たちがストレスを抱えない様に、思っていることを吐き出せる環境づくりに、登録支援機
関と共に取り組んでいる。登録支援機関にもインドネシア語ができる女性と男性の両方がおり、
バランスを取っている。

●　地域のお祭りはコロナで開催されてないので見せることができないが、ファーマーズの日本人
社員が、休日にはサッカーや魚釣りに連れて行くなど、交流も行っている。

●　本人たちが出かけた際には、必ず感想を聞くようにしており、日常のコミュニケーションを取っ
て、フランクな関係作りに取り組んでいる。

5.効果と今後の動向
［受入れ効果について］

●　女性が多い職場で、男性のパート・アルバイトがいなかったので、若い男性が入ることによっ
て力仕事の担い手ができ、労働力アップとなった。また男女バランスが整ったことにより、職場
の雰囲気が明るくなり活性化につながった。

［帰国後の交流について］ 
●　大手外食産業は東南アジアに出店し、現地で日本のビジネスを展開しており、会社としてもそ

こに噛んでいこうと考えている。それにあたり、帰国後は現地でねぎを栽培してもらい、会社に
とってはもちろんのこと、インドネシア農業の活性化と雇用を生み出していくため、日本との懸
け橋となってもらえるよう交流を続けていきたい。

［現地での業務提携について］
●　会社としてインドネシア進出を考えた場合、日本法人はインドネシアで登記できないため、現

地でパートナーを見つけることが必須となる。特定技能として来日していたインドネシア人と、
現地で半々で出資し、生産会社や流通会社をつくることを視野に入れている。

6.新規受入れ国等の考え方
［新規国籍者について］

●　インドネシア人以外に受入れ希望はない。
●　インドネシア以外には、起伏の少ない性格であるイメージのラオスやミャンマーは日本人に合

うと考えている。

［宗教について］
●　就業時間内は仕事に専念しており、昼休みや休みの日の礼拝等に関しては会社として問題ない

と考えている。
●　昼休みにロッカーで礼拝をしたり、休みの日に多めに行う人もいる。
●　断食に関しては、仕事中に食事や水分補給を抜いてしまうと、健康管理に懸念が生じるので断
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食しないよう、十分な説明を行い納得してもらっている。

［特定技能２号について］
●　絶対に必要。国が目標としていた耕作面積と耕作人数が、2019 年を機に急激に減少したため、

個々の農家が減少し大型農家は増加傾向にある。農業は機械化できる部分もあるが、完全に機械
化することは難しい。そのような中で、問題になるのはやはり担い手についてである。第一次産
業には特定技能 2 号が必須である。

●　結婚して、家族と一緒に日本に住みたいという希望は強くある。今回ファーマーズトラストで
受け入れている外国人も婚約しており、5 年の間に結婚式を挙げるために一時帰国をしたいとい
う要望が出ている。

7.特定技能外国人の声
●　インドネシアで技能測定試験を受けて日本に入国した。
●　親が農業を営んでいるのでもともと親しみがあったこともあり、日本の農業や会社にも慣れ、

パートの方と冗談を言い合える関係を築けている。
●　生活・賃金や特定技能の制度には満足している。
●　日本でのごみの捨て方はインドネシアとは異なるが、だいぶ慣れ適応できてきていると思う。
●　収入に関しては生活費を除いて全て国へ送金し、家族の生活費以外は、将来事業を起こすため

の貯金としている。
●　たまに国に帰りたくなるが、飛行機代が高騰して帰りづらい現状である。

特定技能外国人の二人

［事例2］　株式会社ファーマーズトラスト



14

1.基本情報
［経営規模］

●　耕作面積 40ha（水稲 20ha と長ネギ 20ha（露地））
●　主な作物 水稲、長ネギ
●　社員構成　　日本人 15 名、外国人 10 名

［在留資格］
●　特定技能外国人 １名（インドネシア人１名、令和３年２月から）
●　技能実習生 ９名（タイ人６名、インドネシア人３名）
●　技能実習生は 10 年ほど前から受入れを行い、のべ 20 名ほど受け入れた。
●　年齢層は 20 ～ 31 歳で基本的に男性のみである。

［その他］
●　社長は 36歳。東金市の農業大学校に 2 年在学し、実家の農業を継承した。
●　６年ほど前に、一般企業と同じような労働条件を整備したいという考えに基づいて、法人化を
行った。

●　長ネギの栽培は、導入が可能な機械はすべて導入し、人員の削減を実現している。
●　長ネギは年間栽培が可能で、機械も年中使うことができるため、2 ～ 3 ヶ月作業に携われば基

本的な作業を覚えることができる。

2.導入のきっかけ・取り組み等　
●　人手不足をきっかけに受入れを開始した。
●　後継者不足と耕作放棄地が課題の地域である。高齢者の方に、離農する際には畑の管理をお願

いしたいと伝えられることもある。機械化のみで規模を拡大することは難しく、技術的な面で人
手が必要である。機械免許の取得を希望する外国人がいれば、費用を負担するなど支援を行い、
機械類の操作も積極的に教える。

受入れ機関

登録支援機関

GREEN GIFT株式会社
（千葉県山武郡横芝光町）

アジアアグリ協同組合
（東京都中央区）

若い社長の下、国籍の関係なく
優秀な人材の発掘と活躍に期待事例 3

耕  種
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［リクルート方法］
●　自社で技能実習３号まで修了した技能実習生が、特定技能へ移行した。特定技能制度の存在を

実習生に伝え、自社に残って欲しい旨を伝えたところ、本人からの同意も得られた。
●　自社の仕事を把握していることが望ましいため、特定技能の受入れは自社の技能実習からの移

行のみで対応する予定である。

［外国人に期待したこと］　
●　国籍に関係なく、優秀な人材の発掘と活躍に期待をしている。10 年ほど外国人を受け入れて

いるが、みな真面目でよく働いてくれる人ばかりで、大きなトラブルが起こったことはない。
国籍に関係なく、やる気がある人にはどんどん活躍して欲しいと思っている。

●　手当を出す等できる範囲のことは行い、少しでも働き続けたいと思えるような環境づくりを心
がけたい。

［帰国後の外国人の意向］　
●　帰国後は日系企業や日本語学校で働きたい人と、農業に取り組みたい人が半々ずつである。

3.雇用契約・支援内容
［雇用契約］

●　直接雇用で 5 年間
●　5 年間の雇用を前提として、1 年ごとに本人の意思確認を兼ねて契約更新を行っている。

［支援計画］
●　支援計画の作成は登録支援機関が行っている。
●　面接は社長が行うが、それ以外は登録支援機関が担っている。
●　生活ルールは母国語でも掲載し、指示や会話は日本語で行っている。

［住環境について］　
●　社長宅の敷地内に寮を完備している。かつて使っていた母屋を、外国人の寮としてリフォーム

した。建物が３棟あり、国籍ごと割り振っている。

宿舎風景

［事例3］　GREEN GIFT株式会社
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［外国人からの要望について］　
●　家電の故障や買い替えの要望にはすぐに対応している。共同で料理を作っているため、大きな

冷蔵庫や冷凍庫が欲しいという要望もあり、対応した。

［安全衛生について］
●　JGAP の安全認証を取得しており、安全講習を実施している。母国語での注意書きを掲示し、
細かいニュアンスを伝える際には、テレビ電話で通訳を介して説明を行う。実習生のタイ人に関
しては、監理団体に通訳者を連れてきてもらい、月に 1 回は必要な情報を伝える機会を設けてい
る。緊急時はテレビ電話等で通訳を行っている。

●　必要があれば、注意事項を全員に周知するため夕礼を行う。

［福利厚生について］　
●　農閑期には、慰安旅行も兼ねて社員旅行やスキー旅行を実施。ディズニーランドなど外国人が

希望する場所へ連れて行くようにしている。
●　また、誕生日にケーキやお酒を渡すなど、気持ちの部分でのコミュニケーションも大事にして

いる。
●　ネギや米など自社で収穫した作物は無償で提供している。
●　自転車は貸与しているが、雨の日や夜遅くの買い物には車を使いたいという要望がある。その

ため、現在教習所に通っている外国人が免許を取得次第、会社で外国人用の車を購入して貸与す
ることを考えている。

4.労働条件とキャリアアップ・処遇
［賃金について］

●　月給 18 万円
●　外国人は、近所の周辺の農家よりも、自社の方が待遇は良いと感じているようである。
●　忙しい時期は手当も出している。

［作業内容について］　
●　圃場の中での管理機や収穫機での作業は、日本人と同じように行っている。

［労働時間について］　
●　１日の労働時間　7.5 時間
●　１日の休憩時間　1.5 時間
●　変形労働制を導入している。時期によっては、休憩を長めに取るようにしている。
●　また、労働時間や施設内と野外の作業が均等になるよう、バランスを見て作業計画を立てて

いる。

［休日について］
●　週２日
●　天候に左右されることもあるが、基本的には計画通りに休みを取る。
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●　スタッフとも仲が良く、休日には観光地や釣りにも一緒に行っている。
●　農閑期にはしっかり休めるように長期休暇も設けており、年末年始は外泊届けを提出して泊り

がけで出かけることもある。

［残業について］　
●　やはり残業をしなければ稼げないという内情もあり、残業をしたがるので、時間外労働につい

ては 36 協定を結んでいる。

［キャリアアップについて］
●　各部門の責任者にしており、生育状況のチェックやその報告など、工程管理作業の役割を与え
ている。

●　しかし、機械メーカーなど外部との調整もあるので、農場長への登用は難しい。在留年数の制
限があるうちは、内部の作業工程の管理や圃場の管理に特化していくのが、日本人にも外国人に
とっても有意義と考える。

［能力向上について］　
●　日本語の問題集を用意して、それに沿った独自のテストを実施している。
●　日本語検定の N3 に挑戦する人もおり、個人差はあるが日本語学習には意欲的に取り組んで

いる。

［昇給について］
●　日本人・外国人共通の評価表があり、本人の取り組みの様子等をヒアリングしながら、従業員
全員の評価で昇給をしている。

●　技能実習から特定技能への移行の際には、約 2 万円の昇給を行った。

5.効果と今後の動向
［受入れ効果について］

●　雰囲気が明るくなり、労働力がアップした。若い人は体力や元気があり、パートの方にも重宝
されている。お土産をあげたりもらったりという場面も見受けられる。

　また規模拡大や売上増加にもつながった。

［帰国後交流について］　
●　交流を行うつもりだったが、コロナ禍が原因で実施できていない状況である。
●　SNS でも連絡を取り合っており、初期に受け入れて既に母国へ帰国している元実習生の中に

は、特定技能として日本でまた働きたいという意思を持っている人もいる。

6.新規受入れ国等の考え方
［新規国籍について］

●　今のところ、タイとインドネシア以外を受け入れるつもりはない。

［事例3］　GREEN GIFT株式会社
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［共生社会について］
●　地元の警察には社長とともに挨拶へ行き、在留カードのコピーを渡して自社の外国人材である

ことを伝えた。そのため、地域には比較的スムーズに馴染むことができた。
●　ゴミ出しについては、出す前に分別のチェックを行っている。
●　年 2 回実施される地域の 1 日清掃や、夏祭りへの参加を通して地域交流にも取り組んでいる。

7.特定技能外国人の声
●　仕事は楽しく、お給料にも不満はない。
●　休みの日には、普通運転免許を取るために教習所に通っていた。現在は中型の運転免許の取得

を目指している。
●　施設内と屋外の両方の作業を行っている。
●　ジャワ島のクドゥス出身で、母国で農業への従事はしていなかった。
●　国籍が違う人とも、円満な関係を築いている。
●　家族とは頻繁に電話で連絡を取り合っている。
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1.基本情報
［経営規模］

●　耕作面積 ４ha（うち露地 1ha、ハウスは 98 棟）
●　なす、きゅうりをメインに、端境期の作業確保のため、海老芋ほか年間 30 種類の野菜を栽培
●　外国人材も全ての栽培に幅広く従事
●　生産部、販売部、総務部があり、各部署にコアメンバーと呼ぶ者を設置し、代表者がいない際

は判断役を担っている
●　社員構成　　日本人 27 名、外国人 13 名　　

［在留資格］
●　特定技能外国人 3 名（ベトナム人 2 名、ネパール人 1 名　全員女性）
●　技能実習生 7 名
●　特定活動 3 名
●　ネパール人は、製造業の元技能実習生で、新型コロナの影響で特定活動として農業に従事して

いたところ、農業技能測定試験に合格し特定技能に在留資格変更した。

2.導入のきっかけ・取り組み等　
［受入れにあたって期待したこと］

●　労働力を安定させるため、日本人のみではなく、常時雇用者として外国人材が必要だった。
●　経営理念は「雇用で社会貢献」であり、昔から近隣の日本人を収穫手伝いなどで雇っているが、

労働力の安定には外国人材がベースになると考えている。

［外国人材が期待したこと］
●　高めの賃金相場を魅力に感じているが、日本そのものに興味があり来日する者もいる。

［リクルート方法］
●　技能実習修了者をメインに受入れている。
●　現状受入れている２号実習生で長く働くことを希望する者には、３号実習生に進むか特定技能

受入れ機関

登録支援機関

ナカスジファーム
（大阪府富田林市）

オール電算協同組合
（大阪府守口市）

アットホームで家族のように受入れることが
長く本気で働く意欲に繋がる

おおきにアグリ株式会社、きらめき農業塾など多様な業務を展開

事例 4
耕  種
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１号に移行するか本人に選ばせている。
●　実際の採用は、登録支援機関のオール電算協同組合を通じて行っている。

3.雇用契約・支援内容
［雇用契約］

●　契約上は１年間で、本人が希望すれば更新し通算５年間。
●　帰国した技能実習生が結婚、出産を経て戻ってくる場合もある。
●　もう一度働きたいと希望してくれることは、職場を気に入ってくれていると感じ安堵する。

［支援計画について］
●　支援計画は、書き方や考え方を支援機関と協力して整理し、自ら作成している。

［用意した住環境］
●　もともと寮があり、外国人が居住できるようにしている。
●　インターネット環境は整備。
●　寮費として、月に家賃２万円、光熱費一律１万円、作業用品代 3,000 円。
●　本人が希望すれば自ら賃貸物件を契約してもらっており、その場合、家賃が共益費込みで

３万３千円、光熱費は使用した分となり寮より割高だが、一人暮らしをしたい者は希望している。

［地域交流］
●　地域の祭への参加、３年に一回の富士登山、着物を着て記念写真の撮影。
●　国際交流協会が主催する日本語教室を紹介し、勉強熱心な者は通っている。

4.労働条件とキャリアアップ・処遇
［給与］

●　基本、月給 18 万 2,000 円
●　変形労働時間制としており、2080 時間を年間所定労働時間としている。

やさしい日本語で作業用語を掲示
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●　作業に対する評価やリーダーシップを評価し、給与に差異がある

［労働時間］
●　1 日 8 時間
●　残業は毎月多少あり、５月と６月が繁忙期。
●　本来、実習生の残業抑制も目的に、特定技能外国人は繁忙期のみ雇用をするつもりで、本人も

半年ごとに帰国できること希望していたが、実際はコロナの影響でそうした雇用ができていない

［休日］
●　週休 1 日
●　農閑期や、天候で作業が無い日に有給消化を勧めている。

［休憩時間］
●　10 時から 15 分間、12 時から 90 分間、15 時から 15 分間で、合計 120 分間。
●　昼は寮に戻り自炊している。
●　夏場は午前 10 時～ 11 時に午前の仕事が終わり、昼寝をして夕方から再開している。

［安全衛生］
●　JGAP 認証を取得しており、そのルールに準じている。
●　作業時のトラブルやヒヤリハットがあったら、本人に何があったかを書き出させ、それをどう
改善するか考えるようにしている。

●　失敗しないことの重要性が分かるようになれば、失敗したことを書き出すことができるように
なる。

●　何かあった場合は都度、言葉で指摘することと、注意事項を現地語で貼り紙している。
●　会社全体での研修会は無いが、部署ごとに必要な講習会に参加している。
●　作業工程は、特定技能の LAN さんが他の外国人に教えることが多い。

［キャリアアップについて］
●　今のところ制度化はしていないが、例えば特定技能の LAN さんは、日々の農作業以上の役割

を担っており、採用面接にも立ち会ってもらうなど、非常に信頼しているため、役職を与えたい
と考えている。

箱詰めの作業風景

［事例4］　ナカスジファーム
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●　ベトナム人が多いので、ベトナム人のリーダー人材が育てばよいと考えているが、在留期間の
制限があるため、フォローする日本人は必要である。

●　なお、作業工程は LINE で報告しあっており、特定技能の LAN さんが指示することもある。
●　具体的には、LAN さんが販売チームと夜に翌日の出荷量を確認し、生産チームに収穫量と誰
がどのハウスを担うかなどを表にまとめて指示している。

●　こうしたことができれば、特別手当をつけても良いと考える。

［能力向上の仕組み］
●　外国人に限らず、単純化できる作業工程はマニュアル化を進めている。

［昇給］
●　能力が上がったと判断できたら昇給させている。
●　基本給以上の評価に値するのは、人に指導するような場面が見えてきたらだと思っている。
●　評価制度として、例えば「これとこれをクリアしたら昇給」と明確にすると、その点ばかりに

こだわり他のことができなくなる懸念がある。

［福利厚生］
●　健康保険料の負担分を埋め合わせする福利手当や、能力手当を支給している。
●　誕生日パーティや、夏は和歌山に海水浴で一泊旅行をしている。
●　慣れてきたら外国人がレクリエーションの準備をし、自ら楽しめるようになってくる。自主性

が育っていると感じる。

5.効果と今後の動向
［受入れ効果］

●　実習生と違い、あくまで日本人と同じ労働者なので事務的な書類が楽になる。
●　作業は辛いこともあるが、繁忙期のほうが活き活きしており、例えば、栽培するきゅうりが病

気になった時は本当にがっかりするので、熱意があると感じる。

代表の中筋氏と特定技能外国人のLAN氏
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［帰国後交流］
●　もし特定技能１号の在留期間に結婚などで帰国した場合、また落ち着いて本人が希望すれば通

算 5 年の枠で再度受入れるような関係性を築きたい。
●　外国人同士のつながりで、新たに受入れる者を見つけることもある。

［今後の意向］
●　技能実習生で希望者であれば、今後も特定技能として採用していく。

6.新規受入れ国等の考え方
●　ミャンマー人は、監理団体と送出機関のつながりもあり、日本との賃金格差がまだあるので、

長期的な労働力としてニーズがあると考える。
●　ピーク時は５か国から受入れていたことがあり、その場合は共通言語が日本語になる。
●　日本語のみでの交流の懸念は、言葉に着いていけない者がいたら孤立してしまう。
●　受入れ側としては、日本語でコミュニケーションが取れると、プラスのイメージがある。
●　不安要素は、国籍、宗教、食べ物の文化が違うこと。外国人同士で喧嘩になる懸念。

［共生社会に向けて］
●　結局、人と人の関係なので、日本人であれ外国人であれ、心のない付き合いをすると孤立する
ため、アットホームで家族的な受入れ方をするべきである。

●　昔は外国人への偏見はあったが、地元の農業者も農作業請負で外国人と一緒に仕事をする経験
をさせると、外国人は黙々と作業するため、頼られる雰囲気になった。

［特定技能２号について］
●　２号が適用されれば、未来を見据えた位置づけが可能で、本当の幹部クラスを想定できる。
●　家族も呼べれば本人の不安も減るだろうし、長期間日本で頑張りたい者がいるなら雇用したい。
●　一定の実務経験が必要だろう。

［その他］
●　性別は男女どちらが好ましいということはなく、適切に配置することが大切。
●　例えば、もともとパートの女性が主体で出荷調整しているが、主婦は普段からスーパーでパッ

クを見ているためイメージやつきやすく、消費者目線もあるため作業がスムーズな場合が多い。
●　現場作業は暑がりだと辛いし、出荷調整箱詰めは神経質な作業である。それぞれ適正を見極め
て人材を配置すべきだろう。

7.特定技能外国人の声
●　ベトナムでは果物栽培をしていた。親戚が技能実習生として日本におり、話を聞くうちに自分

も日本に行きたいと思った。
●　実習生時代は、寮でみんなと住んで楽しかったが、自分の時間が欲しくなったので、今は賃貸
して一人暮らししている。

●　仕事が終わって自由に料理やお風呂に入れるのが良い。

［事例4］　ナカスジファーム
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●　寮では、水道代や電気代が定額負担のため節約する意識がなかったが、今は使った分の請求が
あるため、節約する意識ができた。

●　一人で京都や神戸にも遊びにいく。日本の景色はキレイなので、自然があるところに行くのが
好き。カフェも好きで、インスタグラムに写真をアップしている。

●　ベトナムに帰って落ち着いたら、また日本に来て働くことも考えている。

育苗ハウスでの作業風景
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1.基本情報
［経営規模］

●　耕作面積 10ha：5ha（露地）、ビニールハウス５ha（108 棟）、包装センター
●　主な作物 ネギ、青梗菜、ホウレンソウ、ミニトマト。９割がネギ生産
●　ネギ三昧の商品名で商標登録している
●　土作り、物づくり、人づくり　がモットー
●　売 上 高 ２億 8,500 万円
●　社員構成　　日本人 42 名（パート 26 名、うち 10 名が 70 歳以上の高齢者）、外国人 4 名

［在留資格］
●　特定技能外国人 2 名（タイ人男性 1 名、ベトナム人女性 1 名）　 
●　技能実習生 2 名
●　技能実習２号を修了した帰国実習生 1 名が特定技能での再入国を希望しており、2022 年の春

に再度雇用する予定。
●　また、子会社「（株）三昧」にいる 3 名の実習生も、特定技能で残ってもらう約束になっている。

2.導入のきっかけ・取り組み等　
［受け入れにあたって期待したこと］

●　すぐさま人手不足ということはないが、会社の社員が高齢化する予測があったため、先手を打っ
て実習生を受入れた。最初の３名がとても優秀でよく働いてくれた。帰国した 1 名、母国で待機
している 1 名と、現在受け入れている特定技能の１名である。

●　外国人材は若く、在留期間中に稼ごうという意欲があるので、やる気が違う。
 

［リクルート方法］
●　自社で実習した人物を特定技能で雇用した。試験合格者ルートも検討できるが、実習を３年経
験し、信頼関係ができたうえで特定技能に移行するのが理想と考える。当然、人によって向き不
向きがあるが、３年間でそのあたりが分かってくる。

●　監理団体に推薦してもらう方がよく、監理団体と信頼関係を築けば、良い人材を紹介してもら

受入れ機関

登録支援機関

有限会社グリーンハウス
（山口県山陽小野田市）

フレンズ協同組合
（広島県尾道市）

外国人材の就労ポイントは、
給料、信頼関係、モチベーション事例 5

耕  種
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える。直接タイに行って面接したこともあるが、一度の面接で判断するのは難しかった。

［外国人材が期待すること］
●　本人が就労希望するポイントは、福利厚生、給料、信頼関係、モチベーションアップ。
●　モチベーションアップのポイントは、「これができたらボーナスを出す」とか、「時給を上げる」

だとかを明確に示すこと。ボーナスを夏、冬いくら出すから、残ってもらえないかと言って残っ
てもらったこともある。

●　賃金が大事な点だが、日本語を覚えたいという人や農業についてもっと詳しく勉強したいとい
う人もいる。

3.雇用契約・支援内容
［雇用契約］

●　直接雇用で 5 年間
●　契約上は１年間で、本人が希望すれば更新して最長５年とする。

［用意した住環境について］
●　特定技能外国人には、ひと月２万円の住宅手当を日本人と同じく支給している。
●　男性１名、女性１名はそれぞれ一人暮らしをしている。男性は１K の日本人も住むアパートに

居住。女性は実習生時代から同じアパートに住んでいるが、技能実習 3 名が特定技能に変更後、
シェアハウスする予定。

●　アパートでは、不燃ごみを月末に出すルールがあり、そういったことが理解しづらかったよう
だ。日本人社員が同じアパートに住んでおり、適宜教えている。

［地域交流について］
●　会社としては、小学生等の農場の社会科見学等を受け入れ、地域社会の活性化に取り組んで

いる。
●　特定技能外国人は、年に一回、春の町内の溝普請に協力要請があって、若い人材として活躍し
ている。運動会の準備を手伝ってほしいとも言われている。

熱く語る松村社長夫妻
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●　外国人への偏見が残っている場合、なにか悪いことが起こるとその外国人のせいではないかと
怪しまれることがあるため、地域交流は大切である。

［苦情対応等について］
●　職員が世話係としてアパートの定期点検に行っている。外国人からの要望はあまりなく、備品

が壊れた際に交換を希望する程度。
●　とにかく人作りが大切。日本に来てよかったと思ってもらえるように、外国人に接している。
　

4.労働条件とキャリアアップ・処遇
  

［労働条件］
●　月給制　男性 18 万円、女性 16 万円
●　実習生は時給だが、特定技能は日給月給制。
●　男性が 18 万円なのは、従事する作業の違いで、包装センターより圃場作業の賃金が高いため。
●　２年目となる今年は、リーダー手当を男性に月 5,000 円付けている。住宅手当は特定技能のみ

月２万円支給。今後検討する手当は、能力給になるだろう。１時間にどれだけ仕事をこなすかを
見ていくことになると思う。

［休日、休憩等］
●　休日は、水曜と日曜の週休２日。祝日があるときは、水曜出勤で祝日休み。
●　休憩時間は、昼１時間と、９時か 10 時に 15 分で、合計 75 分間。夏場は適宜休憩する。
●　休みは寝ているかスマホ遊びが多い。映画を見たり、男性は釣りに行って食料にしている。唐

辛子やレモングラス、ピーマンを栽培して、食事に使っている。
●　アパートには Wi-Fi を設置し、母国の家族とテレビ電話をしており、ポケット Wi-Fi も持ち歩

いている。

［安全衛生］
●　男性は機械も扱うため、トラクターや運搬機（敷地内のみ）について、使い方を職員が講習し

ている。
●　JGAP（平成 22 年）や ASIAGAP（平成 26 年）を取得しており、その工程にしたがった安全
衛生管理を徹底している。運転時はヘルメットをかぶる、トラクターを使ったらロータリーを下

［事例5］　有限会社グリーンハウス

特定技能外国人と職場風景
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げる、必ず複数人で作業するなど。
●　あぶない、危険、止まれといった安全衛生の簡単なワードは、しっかり理解している。
●　GAP の工程管理を、動画で教育する方法を検討している。日本人がこなしている様子を、タ

イ語で解説するような動画である。
●　職場ではこれまでに事故は発生していないが、プライベートで海にてエイに刺されて大騒ぎし

たことはあった。コロナで病院も受け入れが難しく、隣の市まで連れて行った。

●　特定技能の女性は、体調が悪くても仕事優先で我慢しがちのため、「体調が悪かったら言ってね」
とよく伝えている。頭が痛かったりしたらすぐ帰らせている。

●　病院に行く場合、初診は本人の情報等を日本語で書かかなければならないため、日本人が連れ
添い、通訳が必要な場合は支援機関に同行してもらう。

［キャリアアップについて］
●　現在、特定技能外国人には日本語で指示し、それをタイ語で仲介するリーダー役を担ってもらっ
ている。来日してすぐの外国人は日本語をあまり理解していないので、タイ語で指示してもらう
と効率がよい。

●　ただ、タイには年上を立てる文化があるので、技能実習生がリーダー役の特定技能外国人より
年上の場合、指導しづらいとか言うことを聞かないというケースがある。

●　日本人リーダーもいるが、外国人はネギ以外の作業も全てやり、もはや筆頭株である。朝４時
から作業を依頼しても嫌な顔をせず従事してくれる。

［集合研修等］
●　毎日の朝礼で、仕事の段取りを整理している。
●　日本語の学習を希望する者へは、近所のボランティア日本語教室を紹介し週１回通っている。
●　実習生は作業日誌を記録するが、特定技能外国人も日本語を覚えるために日報を書いている。
●　年に１回の社員教育では、「これから経営者の気持ちを伝える」という趣旨で、同時通訳を設

けて研修した。
●　コロナ前は泊まり込みで合宿し、教育するプログラムもあった。

［福利厚生］
●　バーベキューやリンゴ狩り、遊園地、秋吉台に連れていくなど、レクリエーションを行ってい

る。タイ人はお酒が好きで、よく飲んでいるようだ。

5.効果と今後の動向
［受入れ効果について］

●　職場が活性化している。みんなが集まって宴会をする場は減ってきたが、そういうときもムー
ドメーカーになっており、例えば懇親会中に、男同士で力比べをして盛り上げることもある。

●　日本人正社員は 20 ～ 30 代が中心で、パートは年齢に幅があるが、みな外国人と良好な関係に
ある。
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［今後の動向］
●　コロナの影響によりけりで、先が見通せない状況にある。大阪や広島の外食に卸していたが、

コロナでダメージがあった。人流、物流が戻らないと、仕事を作って野菜を作っても、売り先が
なくどうしようもない。

●　パートの退職年齢を 75 歳まで伸ばしたが、その人たちがいなくなり、新規募集も集まらない
となると、外国人材に頼っていくしかないと思う。

6.新規受入れ国等の考え方
［新規国籍者について］

●　ベトナム人を受入れる予定だが、タイ人とうまくコミュニケーションできるか不安がある。逆
に競争がおこって活性化することも期待している。

●　一時タイ人が 10 名いたときは、タイ人のコミュニティが形成されていた。他の受入機関にい
るタイ人とも交流している模様。

［共生社会に向けて］
●　職員が仲良く接することと、外国人が地域貢献することがポイントと考える。溝普請や運動

会の手伝い、祭りで盆踊りを披露するなど地域との交流が大事。今はコロナで機会が減ってし
まった。

●　あいさつの徹底はしている。知らない人でも大声であいさつすれば悪い感じがしない。

［特定技能２号について］
●　本人が希望すれば、２号としての雇用も検討する。特定技能は、実習の３年を経てから始まる

のが基本と考える。２号になった場合、車の免許をとってもらう。ほ場が離れていても、送り迎
え不要で通勤でき、運搬作業もできるため、賃金を上げるきっかけになる。

●　日本語はなかなか覚えないが、４、５年と長くいると雰囲気が読めるようになり、作業指示が
伝わるようになる。

  

松村さんと特定技能外国人の二人

［事例5］　有限会社グリーンハウス
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1.基本情報
［経営規模］

●　耕作面積 23ha（露地、大半が借地）、ハウス 1 棟
●　主な作物 （露地）コメ、キャベツ、タマネギ、サトイモ、
  （ハウス）ミニトマト、カボチャ、ネギ
●　かつては運送業も営んでいた兼業農家だったが、13 年ほど前に農業経営に一本化した。
●　売 上 高 年商 6500 万円
●　社員構成 日本人 3 名、外国人 5 名
●　日本人従業員は夫婦・息子・パート 1 名（繁忙期のみ）

［在留資格］
●　特定技能外国人 1 名（ベトナム人、女性）
●　技能実習生 3 名（ベトナム人、女性）
●　特定活動 1 名（男性）
●　特定活動の 1 名が、特定技能へ移行のために試験勉強中である。
●　また技能実習 3 年目の 1 名は、特定技能へ移行のための手続きを行っている。
●　近所からの紹介を受け、2011 年から実習生の受入れを開始した。のべ 10 名を受け入れた。
●　監理団体は当初から協同組合ファームアグロプロセッシング（兼登録支援機関）が請け負って

いる。尾野社長は現在、監理団体の理事に就任している。
●　尾野農園で受け入れている技能実習生の親戚で、他分野の技能実習生として日本に在留していた。
●　ベトナムで大型自動車免許を取得していたため、日本の免許への切り替えを行っている最中で

ある。免許センターまでの送迎は社長が行っている。

2.導入のきっかけ・取り組み等　
●　当時技能実習生だった外国人自身が、市役所の国際交流員のベトナム人から特定技能に関する

情報を得て、移行の希望を尾野社長に伝えた。
●　登録支援機関も特定技能外国人を受入れた経験はなかったため、書類は尾野農園が各所を回っ

て用意した。

受入れ機関

登録支援機関

尾野農園
（愛媛県西条市）

ファームアグロプロセッシング
（愛媛県西予市）

どこの国の人も日本人の接し方次第で
良くも悪くもなる事例 6

耕  種
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［外国人の評判］
●　挨拶をしっかり行い、性格も良いため、地域の評判はとても良い。社長がベトナムに赴いて面

接を行った際には、現地にいた元技能実習生が帯同した。その人物が太鼓判を押した優秀な人材
である。

［外国人が期待したこと］
●　とても控えめな性格で、給料に関しても特に要望を受けたことはない。特定技能移行の際には、

50 円／時の時給アップで合意した。

3.雇用契約・支援内容
［雇用契約］

●　直接雇用で 2 年間
●　母国に子供がいるため 2 年間で帰国したいという本人の意向を尊重し、2 年契約を結んだ。

［住環境について］
●　1 軒家の中古住宅を購入し、実習生を含め 1人 1部屋（女性 4人）を割り当てている。家賃は

1 万 2000 円。男性の外国人には、別の場所にアパートを借り上げて提供している。
●　母国の家族と Skype でやりとりをするため、Wi-Fi 設備も用意した。

［地域交流について］
●　川の掃除など地域の奉仕活動にも取り組み、防災にもつながっている。高齢者が多い地域のた
め、若い力はとても喜ばれている。本人の意思で積極的に参加しているため、奉仕活動の際には
有給休暇で対応している。

●　ベトナムでは生花店に勤めた経験があり、この地域でフラワーアレンジメント講習会の講師を
務めた。

●　近所の人からは、野菜や鶏などをお裾分けしてもらうことがある

［支援について］
●　自転車を支給しているが、買物ができる場所までは自転車で 30 分程度の距離があるので、本

人からの要望があれば車で連れて行く。

［事例6］　尾野農園
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●　米は月 1000 円で量の制限なく提供している。外国人が自由に野菜を栽培できるように、畑の
提供を行っている。また、尾野農園で収穫した野菜も持ち帰りは自由としている。

［苦情対応や面談で対応したこと］
●　シャワーとトイレ、洗面所を増設してほしいとの要望があった。コストがかかるためすぐに対

応することは難しいが、順次対応する予定である。料理は各々が行うため、ガスの増設を行った。
●　夏場の作業時間を短くしてほしいという要望には、ナス栽培からネギ栽培へ移行することで対
応した。

●　力作業を軽くしてほしいという要望もあったが、これは今後の大きな課題である。

4.労働条件とキャリアアップ・処遇

［賃金について］
●　時給 843 円
●　2 年目から 853 円（地域別最低賃金は 821 円）
●　1 年に 1 度の定期昇給を行っている。

［労働時間について］
●　1 日の労働時間　8 時間
●　休憩時間　1.5 時間（昼休み１時間、10 時と 15 時に 15 分ずつ）
●　残業　夏場　月 50 時間　冬場　月 20 ～ 30 時間

［休日について］
●　週に 1 日としているが、天候との兼ね合いで変更になる場合もある。

［安全衛生について］
●　危険なことがあったら、都度伝えて徹底している。
●　農機具、薬剤などを使用するときは、自分だけでなく他人や周辺にも気を配るよう注意喚起を

行う。
●　夏場の水分補給は各自行っている。

作業中の風景
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［キャリアアップについて］
●　能力が高いと認められる人物は外国人のリーダーである班長へ昇格し、日本人パートへ袋詰め
方法の指導などを行っている。

［手当について］
●　現在はコロナで売り上げが減少しているため難しいが、売り上げが通常に戻ったら手当を増や

す予定である。賃金アップは外国人のモチベーションにつながると考えている。

［福利厚生について］
●　コロナ以前は、ブドウ狩りや広島・京都への観光を行っていた。10 月の西条まつりへの参加や、

慰労会や終了旅行なども実施する。

5.効果と今後の動向
［受入れ効果について］

●　外国人は日本人に比べてよく働き、弱音も吐かないため、雰囲気が明るくなった。
●　規模拡大や売り上げアップにも繋がっており、今後も外国人を積極的に雇用したいと考え

ている。

［帰国後交流について］
●　帰国している技能実習 1 期生とは、社長がベトナムで面接を行う際に帯同してもらうなどの交

流がある。
●　交流は営利目的ではなく、子供に会いに行くような感情で行っている。

6.新規受入れ国等の考え方
［今後特定技能外国人を増やす意向について］

●　真面目で仕事も安心して任せられるので、今後も外国人を増やしていく意向である。ベトナム
は高度成長中であり、今後日本の魅力が減っていくことを懸念している。

●　国籍に関係なく、日本人の接し方次第で外国人の態度は良くも悪くもなると考えている。日本
語能力や宗教についての不安はあるが、新規国籍者も受け入れたい。

［共生について］
●　市がボランティアで日本語教室を開催しており、中国やフィリピンなど様々な国籍の人物が参

加している。また着付けなどを通じて、日本文化にも触れる機会がある。
●　現在在籍している特定技能外国人はベトナムで生花店に勤めた経験があり、それを活かしてベ

トナムのアレンジフラワーや花束の作り方の講師として紹介している。

［日本語教育について］
●　特定技能外国人が自ら日本語を学べるところを探して参加した。そこからコミュニティが広が

り、日本人の知り合いも多いようである。
●　外国人が日本語を習得することで、仕事もスムーズに進むようになる。

［事例6］　尾野農園
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7.特定技能外国人の声
●　ベトナムより発展しているので、日本の農業を学ぶために来日した。
●　日本語の勉強は積極的に行っている。ボランティアに日本語の指導を受けており、組合の紹介

で日本語教室にも参加している。N2 の取得を目指している。
●　農業はとても大変だが、尾野社長家族には家族の一員のように扱ってもらい、日本での生活は

楽しい。
●　ベトナムでは日本のような農業はできないので、帰国後は来日以前と同じように生花店に勤め

たいと思っている。
●　貯めたお金は、家の建設や子供の教育に使いたい。

流ちょうな日本語で話す特定技能外国人
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1.基本情報
［経営規模］

●　耕作面積 主力作物はエノキタケ、パッケージ収入と一部はエノキ生産。
●　主な作物 エノキタケ （施設）
●　売 上 高  1 億 8,500 万円
●　パッケージ収入が 1 億 200 万円。その他はキノコの売り上げと自社の生産工場。太陽光発電に

よる売電収入が 200 万円ほど。エノキタケ関連の事業のみを行う会社である。
●　農業生産法人として立ち上げ、現在は生産者が 8 名在籍している。
●　社員構成　　日本人 35 名、外国人 12 名（ベトナム人、女性 11 名　男性１名）

［在留資格］
●　特定技能外国人 5 名（ベトナム人、女性）
●　技能実習生 7 名（ベトナム人、男性 1 名　女性６名）
●　技能実習は現在 7 期生までを受け入れており、8 期生の来日も決定している。年齢層は 20 ～

35 歳。

2.導入のきっかけ・取り組み等　
●　特定技能制度の創設当時、登録支援機関の（株）アクセスジャパン系列の監理団体 PWJ から、

特定技能受け入れの打診があった。打診と同じ時期に技能実習を修了する人物がいたため、特定
技能への移行を行った。　

［外国人材への期待について］
●　これからの母国の経済を担うであろう、若い外国人材の育成に携わりたいと考えている。いず

れは現地の日本企業に入社してほしいと考えており、本人たちにもその意向を伝えている。

［技能実習からの移行について］
●　自社での技能実習修了生が 3 名、他社での修了生が 3 名。
●　今年はコロナによって新規の技能実習生の受け入れができず、８月に特定技能を新たに１名受

受入れ機関

登録支援機関

有限会社大木テクノパック
（福岡県三潴郡大木町）

株式会社アクセスジャパン
（福岡県筑後市）

会社の費用負担で日本語学習を推進し、
作業効率をアップ事例 7

耕  種
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け入れた。
●　今後も技能実習修了生を特定技能として採用する意向である。

［海外試験合格者について］
●　必要だと思ったら受け入れる意向はある。しかし、福岡県と全国では賃金に差があり、人材の

確保が難しいのではないかという懸念もある。

3.雇用契約・支援内容
［雇用契約］

●　直接雇用で 1 年契約
●　1 年契約を５回行う方針である。５年間受け入れるつもりだが、結婚のために早期の帰国を望

む外国人もいるため、１年契約としている。人員の関係上、退職の際は半年前までに意思表示を
してほしいことを伝えている。

［住環境について］
●　住環境は自社で用意し、要望への対応も行っている。特定技能外国人は実習生時代から通算で

日本に 4 ～ 5 年在留しているので、基本的な管理は本人に任せている。
●　特定技能には、戸建て 1 棟（4 部屋に 3 人居住）とアパート 1 部屋（2LDK に 3 人居住）を用

意している。Wi-Fi については、特に気を配って用意した。
●　通勤は自転車かバイクを利用している。自転車やバイクは会社からの貸与だが、維持管理費や

保険は外国人が負担している。免許はベトナムの免許を日本の免許に切り替えた。
●　Wi-Fi は人が多い寮では 2台入れ、良好なネット環境の整備に注力。
●　また、特定技能には住宅手当 1万円を補助している。

［地域交流について］
●　地域のバレーボールクラブに参加していた。
●　地元 JA のお祭りにも参加し、キノコ料理の提供の手伝いを行った。
●　地域の清掃活動には、文化・風習の違いを考慮して参加させていない。

［登録支援機関との関係について］
●　連絡をこまめに取り合い、3 ヶ月に一度の報告についても話し合いを行っている。

通勤用の自転車やバイク
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4.労働条件とキャリアアップ・処遇
［賃金について］

●　時給制　880 円／時

［労働時間・休みについて］
●　3 ～ 8 月　6 時間／日
●　9 ～ 2 月　7 時間／日
●　冬は夏の 2 倍の作業量があり、夏は労働

時間が 6 時間を下回ることもある。その場
合でも、賃金は６時間分を支払っている。

●　残業は毎日 1 時間程度で、年間残業時間
は 200 時間強ほど。時間外は 1.25 倍の割増
し賃金を支払う。

●　本来は 9 時始業だが、7 ～ 8 時から勤務開始の早出残業がある。就業時間を記入し、労働基準
法の協定範囲を超えないように、こまめにチェックを行っている。

●　休日は、農閑期は週 2 日、農繁期は週 1 日。

［安全・衛生について］
●　当社の安全衛生基準（写真参照）の遵守

を指導している。
●　集会を月に 1回行っており、日本語の勉
強も兼ねて、外国人が 1分ずつスピーチを
する機会を設けている。

●　外国人は基本的に機械を扱わないため、
危険な作業はない。

［キャリアアップについて］
●　日本人の女性が中心の職場だが、周囲と

の関係性から、責任ある立場へのキャリア
アップを望む者がいないのが実態。そのた
め、自社には班長といったポジションは存
在しない。

●　特定技能は 1 年契約のため、キャリアアッ
プの水準に達するか不明である。

［研修会について］
●　3 月は農閑期で水曜日が休みになるので、福岡の日本語学校に依頼して計 20 回の日本語講座
を実施した。1 回 4 時間で 5 万円／回、全員が参加し、費用の半分は会社が負担する。仕事を円
滑に進めるには、一定の日本語能力が不可欠である。

エノキのパック作業風景

会社の安全衛生基準

［事例7］　有限会社大木テクノパック
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［福利厚生について］
●　日本語の勉強を意欲的に取り組んでもらうため、日本語検定試験合格の際には手当を出してや

る気の向上に努めている。
●　日本語検定の合格手当は以下の通り。
　　4 級 2000 円、3 級 5000 円、2 級 1 万円、1 級 2 万円

5.効果と今後の動向
［受入れ効果について］

●　人員が増えたことで、社員の残業時間の削減につながった。作業自体は早いが、歩留まりが少
ないのが課題である。

●　農家から委託されてパック詰めを行うため、人員が増えても売上アップにはつながらない。

6.新規受入れ国等の考え方
［今後の外国人受入れについて］

●　国籍が違う者同士の対立を懸念しており、当面はベトナム人のみを受け入れる意向である。人
として面白く、活気もあるためベトナム人の活躍に期待をしている。

［特定技能 2 号についての考え方］
●　男性の特定技能を受け入れた際は特定技能２号の受け入れも考慮したい。自社の特定技能は

全員女性のため、現時点では考えていない。外国人も日本に永住したいという意思はないと思わ
れる。

7.特定技能外国人の声
●　仕事は難しくないが、時折大変に感じるときがある。
●　日本の料理で好きな食べ物はうどんで、嫌いな食べ物はない。
●　現在は日本の生活にも慣れた。
●　冬の給与には満足しているが、夏の給与は少なく若干不満である。

 

元気に話す特定技能外国人の面々
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1.基本情報
［経営規模］

●　耕作面積 3.3ha（ハウス 42 棟）  （他グループ会社 7ha）
●　主な作物 トマト、中玉トマト・ミニトマト（各種ミニトマト）
●　社員構成 日本人 83 名、外国人 20 名　
●　農作業、育苗、選果から出荷までを行う。卸先はおもに契約した会社。
●　外国人はおもに農作業に従事している。農閑期の夏は土壌改良、収穫まで仕事がないので、

育苗と苗の販売も行う。売上は、全体で 13 億円。トマトが 8 ～ 9 割を占めている。

［在留資格］
●　特定技能外国人 中国人 3 名、カンボジア人 5 名　全員女性
●　技能実習生 10 人　（他グループ会社 19 名）

2.導入のきっかけ・取り組み等　
［特定技能制度を活用した理由］

●　八代地区は干拓地を生かしたトマト栽培が盛んな農家が多く、近年は農業離れや後継者問題を
抱えた農家が多く存在している。トマト栽培を始めて 66 年になる創業者（現会長）は手間が掛
かる選果作業をどうにかしたいと思い生産者と流通会社を設立した。

●　安定的な生産量を確保する為、意欲的な外国人材が必須となる。
●　技能実習生から移行する人材は技能が高く、働き易い環境を整え特定技能制度を活用していき

たい。

［リクルート方法］
●　1 人はグループ会社の元技能実習生で特定技能へ移行した。他の特定技能 5 人は別の場所で働

いていたが、受入れ先に問題があったり、不況で立ち行かなくなったため、自社で受入れた。
●　登録支援機関とは付き合いが長く信頼関係が築けているので、特定技能の受入れを打診さ

れた。

受入れ機関

登録支援機関

株式会社八代トマト流通センター
（熊本県八代市）

ユナイテッド・ドリーム
（福岡県飯塚市）

人としての思いやりを持って接し、
気持ちよく働いてもらっています事例 8

耕  種



40

［外国人側が期待したこと］
●　前の受入れ機関より賃金が高いとのこと。
●　他から来た人は、ボーナスをもらったのは初めてだととても喜んでいた。

3.雇用契約・支援内容
［雇用形態について］

●　お互いの認識を再確認する意味も含めて、1年ごとの契約更新を行っている。
●　自社で働きつづけてくれることへの感謝の気持ちとして、月１万円の手当を出している。

［支援計画について］
●　書類作成は登録支援機関に委託しているが、控えをもらって自社でも保管している。

［住環境について］
●　本来の家賃は１万 3,000 円だが、特定技能は１万円に減額している。
●　野菜や肉が高額で負担であると伝えられたため、食費軽減のため会社で畑を購入して外国人用

に提供している。そこで育てた野菜は自分たちで食べるだけでなく、近所の人との収穫物のやり
取りにも活用しているようだ。自国の料理が主で献立に合わせた好み、野菜を栽培し作って食べ
ることで、食費がかなり浮き、ストレスの軽減にも繋がっているようだ。米は日本のものが美味
しいと聞いている。

［苦情対応や相談について］
●　登録支援機関が受けており、その内容については共有されている。
●　周辺でコロナが流行しているため、ここ数カ月は極力寮から遠出や友人達の交流を控えるよう

お願いをしていた。それを外国人はかなり不満やストレスに思っていたようだ。

［地域交流について］
●　ゴミの分別をしっかりさせることを意識している。外国人がゴミを捨てる際は、日本人の従業

員がゴミ捨て場まで連れて行っている。そこで、指導や見本を示すようにしている。
●　近所の人に顔を覚えてもらえるよう、日本人の従業員も含めて皆で、地域の美化作業で掃除や
ゴミ拾いの取組みを毎月行っている。

宿舎
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●　近所の人や取引先も参加して、花見や忘年会・感謝祭等の季節ごとのイベントを毎年実施して
いた。

●　八代はトマト栽培が盛んで、近所に外国人を受け入れている農家も多い。地域全体で外国人へ
の抵抗感は少ない。また 3 年いた経験があるので、日本語は相当通じる。

［国籍間トラブルについて］
●　国籍が違う者の対立はなく、仲は良い。外国人同士の会話は、すべて日本語でなされているた
め、会社の管理者も会話の内容が理解できて安心である。

●　現在受け入れている外国人は、30 代前半が多くおだやかな職場である。

4.労働条件とキャリアアップ・処遇

［労働条件］
●　時給 870 円

［労働時間について］
●　8 時間／日
●　1 年単位の変形労働時間制。
●　残業時間の削減に努めている。
●　夏場はトマトの収穫が終了しているため、労働時間は少ない。
●　農繁期は 4 ～ 5 月と 12 ～ 1 月。その際は 1 日の労働時間が 8 時間を超える日も少なくない。

計画的な作業を心がけてはいるが、生鮮食品を扱っているので残業せざるを得ないこともある。
●　年間の残業時間は 100 時間ほどであり、残業代は割増で支払っている。
●　技能実習生は決まった圃場。特定技能は忙しい場所に赴く。

［休日について］
●　週休２日だが、休日出勤になることもある。
●　休みは皆がなるべく均等に取れるように、調整を行っている。

［休憩について］
●　昼に 1 時間、午前・午後に各 15 分ずつで、合計 90 分。

［事例8］　株式会社八代トマト流通センター
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●　夏場は何回も休憩を取るが、その時間は出勤時間として扱っている。
●　体調が悪い場合は、現場の責任者に言ってすぐに休むように伝えている。
●　熱中症予報対策として、水分補給はこまめに取り、午後は室内作業や寒冷紗で遮光して作業し
ている。

［キャリアアップについて］
●　これからの課題だが、技能実習から特定技能へ移行する人がいれば、班長にすることも考えて

いる。
●　班長に任命したい働きぶりの特定技能人材もいるが、ほかの外国人からのやっかみ等があるこ
とも慎重に考慮しなければならない。同じ寮に暮らしているため、仕事で人間関係に支障が出る
と、生活も大きな影響を受けてしまう。十数年前に班長に任命して情報の伝達などをお願いした
ときは、周りの外国人から攻撃されてしまうことがあった。以前班長に任命していた人は、その
やっかみ等が原因で早期退職してしまった。そのためキャリアアップになかなか踏み切れないの
も実態である。

［賃金について］
●　時期によって仕事量が違うので、時給制を取っている。
●　年ごとに 10 円～ 20 円ずつの昇給を行っている。

［昇給・手当について］
●　年ごとに昇給を行っているが、年数が下の人より賃金が低くならないように気をつけている。
●　毎年秋頃に最低賃金が発表されるため、それに合わせて自社の賃金も修正する。
●　技能実習生、特定技能外国人とも、ボーナスは査定に基づいて支払っている。
●　特定技能には長く自社で働き続けて欲しいという願いを込めて、月 1 万円の手当を支給し

ている。

［研修について］
●　以前は研修プログラムが存在していたが、現在は先輩が後輩に母国語で行うマンツーマンの指

導が基本となっている。
●　社長も現場に赴き、必要があれば指導を行っている。
●　厳しく指導することもあるが、自分たちのために注意しているということを理解していると

思う。
●　日本語能力試験 N3 程度の能力を持っている人もいるが、試験は受けていない。

［福利厚生など］
●　体調の相談や病院への引率、送り迎えも行っている。
●　寮費を安くするなど、家賃は割引して負担を軽くしている。
●　定期的に食事会やバーベキュー等を行っている。
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5.効果と今後の動向
［受入れ効果について］

●　日本語をある程度理解しており、農業の経験もあるので即戦力となっている。
●　外国人は性格が明るく、職場に活気が出た。
●　アルバイトを雇用しても、出勤の見通しがはっきりせず作業計画が立てづらいが、特定技能外
国人を受け入れたことで 1年の計画が立てられ、長期的な経営計画を描くことも可能となった。

6.新規受入れ国等の考え方
［新規国籍者について］

●　不安はあるが、可能であれば新規国も受け入れたい。

［特定技能 2 号について］
●　現在受け入れている人物を引き続き雇用できるのは助かるが、こちらの受け入れ態勢は乏しい

状況にある。家族帯同用の宿舎を用意したり、子供がいる場合は学校のことも考慮しなければな
らない。様々なハードルがあるが、それをクリアできれば受け入れも前向きに検討したい。

［特定技能制度への要望］
●　安定して人材を確保できており、性格も良い人ばかりで満足している。
●　リーダー等に登用して、本人がプレッシャーになるのは避けたい。今の仕事を頑張ってもらい、

ボーナスの査定に反映させるのが望ましいと考える。

［良い雰囲気をつくるために］
●　過去の経験を参考にして、同じ失敗を繰り返さないようにしている。
●　外国人がどのような気持ちで日本に来ているかを考え、人としての思いやりを持って接して

いる。
●　農閑期にグループ会社対抗の球技大会を行い、技能実習を修了した実習生には慰労を込めて旅

行を行っている。
●　道徳心を持っていれば、他人からの評判も良くなり、自分も気持ちよく働けるということを繰
り返し伝えている。

●　外国人はとても真面目で、早く仕事が済んだときは連絡をくれる。

［事例8］　株式会社八代トマト流通センター
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1.基本情報
●　耕作放棄地の解消を目的に設立。出資者は、尾鈴農業協同組合と農業者 2 名。事業は、農業経

営、農作業受委託、水稲・野菜の苗生産・販売、農畜産物の加工・販売他。

［経営規模］
●　耕作面積 尾鈴農協全体の延べ面積は、29.8ha
●　主な作物  水稲育苗と赤シソ 15ha が大半を占める。その他はホウレンソウ 7ha、馬鈴薯

2ha、ピーマン。（トレーニングハウスを設け、川南町で就農を目指す県内・県外
の新規就農者の受け皿となっている）

●　社員構成　　日本人 16 名（正社員 12 名、パート４名）、外国人４名

［在留資格］
●　特定技能外国人　　2 名（ベトナム人、男性）
●　技能実習生　　　　2 名（ベトナム人、男性）
●　特定技能外国人は、１月～５月は宮崎県、６月～ 12 月は北海道で農作業に従事する。宮崎県

は夏場の仕事が少なく、北海道は夏場の仕事が多いため、リレー形式を採用している。

2.導入のきっかけ・取り組み等　
●　人手不足のため、外国人に頼らざるを得ないという実情がある。
●　県農協中央会が特定技能外国人の受入れを計画し、アスクゲートトラスト（登録支援機関）・

県農協中央会・宮崎県が連携して受け入れ先を検討した結果、当社に白羽の矢が立った。
●　特定技能制度を活用したいという県の意向と、当社の人手が不足している状況が合致した。

［受入れにあたって期待したこと］
●　キャベツや白菜など重量野菜の収穫を受託しているため、体力のある若い人材を希望していた。

［外国人側が期待したこと］
●　高賃金を期待していたようで、特定技能外国人は技能実習生よりも 100 ～ 150 円／時ほど賃金

受入れ機関

登録支援機関

株式会社アグリトピアおすず
（宮崎県児湯郡川南町）

アスクゲートトラスト
（北海道札幌市）

夏場の北海道と冬場の宮崎県で
雇用のリレー方式を取る事例 9

耕  種
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を上げている。
●　他地区と人材のやり取りを行っていることを考慮し、賃金は高めに設定している。

［リクルート方法について］
●　元は農業の技能実習生で、特定技能への移行希望があったため帰国後に農業技能測定試験を受

け、再来日した。会社のために働いてくれる人物であれば、今後は自社で受け入れている技能実
習生を特定技能へ移行する意向である。周囲の状況を見ながら、しっかり働く人物ばかりで信頼
をおいている。

［特定技能外国人について］
●　日本に３年間在留した経験があるので、日本語でのコミュニケーションが可能で、仕事も要領

よくこなしている。

3.雇用契約・支援内容
［雇用契約］

●　6 カ月ごとに直接雇用で通算 1 年間
　（12月～翌年 5月、6月～ 11 月は北海道で別機関が雇用）
●　本人が希望すれば雇用契約を伸ばす意向。賃金が高いため雇用の維持が大変だが、農繁期は作

業が重なるため、必要な人材である。

［支援計画について］
●　ここ数年で、地域の外国人が増加した印象がある。仕事や生活をお互い快適に行うには、騒音

やゴミ問題の解決が必須と考え、しっかりとした指導を行っている。
  

［地域交流について］
●　自社で道路掃除に取り組むことを検討しており、外国人も参加の予定である。
●　花火大会や、月に１回開催され軽トラ 150 台が集結する、「軽トラ市」に引率することもあった。
●　社員旅行も実施するが、現在はコロナ禍で難しい。

［面談や苦情対応について］
●　基本的には登録支援機関で行うが、項目チェックだけの簡易的な面談は自社でも行っている。

［事例9］　株式会社アグリトピアおすず

会社敷地内の特定技能外国人の宿舎
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社長が一生懸命外国人と向き合っていることを感じているようで、外国人から苦情を受けること
はあまりない。

●　受入準備の反省点としては、外国人は浴槽を使用しない者も多いため、浴槽の代わりにシャワー
を２つ設置すべきだった。

［接し方について］
●　小規模な会社なので、国籍に関わらず、アットホームな関係性を築くことが望ましいと思って

いる。
●　どこまで干渉すべきかを見極めつつ、外国人のために可能な限りの支援は行う意向である。

4.労働条件とキャリアアップ・処遇
［労働条件］

●　時給制　900 円
●　12 月に再び宮崎県で就労する際には、当社と支援機関で、昇給について検討を行う予定である。

［労働時間について］
●　１日の労働時間　７時間 30 分（８時～ 17 時）
●　１日の休憩時間　90 分（昼１時間、午前と午後　各 15 分）
●　週 40 時間超えた分は残業単価で計算
●　残業できる時間は、制限があることを説明するとともに、外国人からの残業の要望も考慮して

いる。

［休日について］
●　週休１日（日曜日）
●　天候によっては日曜を出勤とし、土曜や月曜を休みとすることもある。

［休憩について］
●　十分に休憩してもらうことを意識している。体を使う仕事なので、気を休める時間がないと仕

事は長続きしない。

［安全衛生について］
●　外国人が機械を扱う場面もあり、新しい作業を開始する際はその方法を指導している。
●　過去には従業員の事故が発生したため、指差し確認を徹底している。
  

［キャリアアップについて］
●　自社で長期間勤務の経験があり、運転免許を保持していれば、オペレーターにも登用する意向
がある。そのため、キャリアアップには、ある程度の日本語能力が必須である。

［能力向上について］
●　地域おこしの援農協力隊が、日本語教室を開催する予定である。
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［昇給について］
●　契約更新の際に、日本語能力の程度を重視して検討する。技能実習を３年間修了しているとい

う前提で賃金を支払っているので、能力がなければそれ以上の昇給は必要ないと考える。そのた
め、昇給は本人の努力次第である。

［賃金以外の手当について］
●　外国人と日本人で、賃金に差は設けない。能力があれば、オペレーター給やリーダー手当を付

ける意向がある。当社にいた技能実習生は一旦帰国したのちに、特定技能として尾鈴農協で雇用
されることが決まっている。またその際は、リーダー手当を付けることでも同意している。

5.効果と今後の動向
［受入れ効果について］

●　高齢化が進む状況下で、第一次産業を担う若い人材を確保できることは、絶大な効果がある。
当社の仕事の流れを理解している人物を、農繁期に雇用できるのは大変ありがたい。

［今後の採用について］
●　採用人数の拡大は会社の規模によると考えており、経営規模は現状維持を予定しているので、

しばらくは増やす意向がない。今後会社の規模を拡大する際は、外国人の雇用も増やすつもりで
ある。

6.新規受入れ国等の考え方
［新規国籍者について］

●　現在は検討の必要がないため、新規国籍者の受入れは考えていない。
●　県農協中央会を通じてインドネシア人の紹介があったが、新たな国籍者を受け入れるには相応

の準備が必要なため、受入れは見合わせた。

［地域共生について］
●　広義の意味で捉えれば、尾鈴地域の産業を支えることが、共生になるのではないかと思う。
自分たちがどのような地域で仕事をしているかということを、よく理解してもらうことが理想で
ある。

会社の安全点検や安全手順

［事例9］　株式会社アグリトピアおすず
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●　また、農協は支えあいを理念としており、その一員ということが地域共生に繋がっていると考
える。

［特定技能２号について］
●　必要な制度かどうかは、外国人の考え方次第であると考える。特定の会社で長く働きたいとい

う意思を持つ人物には必要な制度であり、一時的にお金を稼ぎたい人物には必要のない制度だ。
●　家族と離れて暮らすことは避けてもらいたいので、そこに２号という選択肢があるのは良いこ

とだと思う。
●　キャリアアップを目指したりリーダーになりたいという意欲がなく、ただ人の下にずっとつい

ていたいというならば、歓迎はできないが。能力ありきである。
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係→係長→課長へのキャリアプランを用意し、
モチベーションの向上を図る事例 10

畜  産

1.基本情報
［経営規模］

●　乳牛と個体販売含め、８億 600 万円
●　昭和 38 年頃に祖父の世代が開拓して農業を開始。
●　家族経営体を平成 18 年に法人化。その際、近隣農家４戸が集まって有限会社を設立。TMR

センターも同時に立ち上げた。2007 年に牛舎建築。
●　主な畜種は、乳用牛
●　社員構成 日本人 18 名（パート含む）、外国人 4 名

［在留資格］
●　特定技能外国人 ２名（ベトナム人）
●　技能実習生 ２名（ベトナム人）

2.導入のきっかけ・取り組み等　
●　技能実習生を４年前から受入れ、その実習生が希望したため特定技能で引き続き受入れること

にした。
●　雇用主としても、これまで日本人も短期で雇用してきたが、ボラバイトや期間限定のアルバイ

トのため入れ替わりが激しく、安定的な労働力が必要だった。
●　実習生時代から、相互に長く働きたいと思いが合っていた。

3.雇用契約・支援内容
［雇用契約］

●　直接雇用で５年間
●　５年契約を前提にしていれば、外国人との信頼・信用が生まれる。
●　２人とも５年いてくれればよいが、独身と既婚者で、既婚者は子供が小学生にあがるころなの

で帰国するかもしれない。

受入れ機関

登録支援機関

太陽ふぁーむ有限会社
（北海道枝幸郡浜頓別町）

石垣牧場
（北海道稚内市）

ミルキングパーラーでの作業風景
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［支援計画について］
●　支援機関とやり取りはよくしており、情報共有をしている。
●　四半期ごとの入管局提出書類も支援機関と相談しながら作成。書類作成は大変。

［用意した住環境について］
●　１人あたり１千万円程度かけ、社員社宅を新築。一人一室で備品完備。
●　１階はコミュニティルームとしてカラオケを設置するなど交流スペースにしている。

［地域交流について］
●　地域の自治会行事、神社祭、農協女性部の活動に参加
●　地域の環境整備として、掃除や花を植える活動をしている。
●　食事会もあり地域住民と交流している。
●　イベントではパークゴルフ大会に参加し、商品で米をもらい喜んでいた。

［苦情対応や要望］
●　既婚者の女性は、一旦帰国を強く希望していたが、コロナのため断念。
●　妹夫婦と親戚の叔母が東京に住んでおり、ベトナムに帰れない代わりに東京に行かせ、少しは

気が紛れたようだ。

4.労働条件とキャリアアップ・処遇
［給与］

●　月給 20 万 8,000 円
●　実習生も月給制で、16 万円

［労働時間］
●　朝 5 時集合でまずミーティングを行う。9 時半で午前の仕事は終了。
●　午後は 16 時から 19 時半。合計 8 時間労働。
●　早出や夜の片づけで、大体日に 1 時間は残業している。

宿舎　マッチョイ（ベトナム語で「太陽」を意味する）
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［休日］
●　休みは 5 日間で、日本人社員と同じ扱い。
●　月１回は有給取得を奨励し、最低月 6 日は休むようにしている。

［休憩］
●　9 時半から 16 時までが休憩という扱い。
●　友人や家族と連絡をとるのが夜になるので、睡眠不足のため昼に 2 ～ 3 時間寝ている様子。

［安全衛生］
●　作業の安全確認について、危険な箇所や今日の作業の留意点を社長か専務が日々説明している。

［キャリアアップについて］
●　役職によるキャリアアップを行っている。
　①係　：実習生、特定技能の受入れ直後。
　②係長：特定技能のベテラン。今の 2 名が相当（手当 5,000 円）。
　③課長：（本人の頑張り次第だが）評価されればなれる。
　ほか、課長補佐や課長、部長職も定義している。
●　評価の観点は、毎日の仕事の成果である。コミュニケーション能力を含め、責任感があるか判
断する。

●　いまの 2 人は現場でかかせない存在であり、はるばる外国からきて働くため、意欲が非常にあ
ると感じている。

［能力向上について］
●　研修体系は定義していないが、必要な時に都度研修している。
●　各部署（①ロータリー部門、②パラレル（分娩牛）部門、③哺育（子牛）部門）ごとにマニュ
アルを作成している。

●　特定技能外国人の作業は各部門をローテーションしている。
●　マニュアルを活かしているので、各部門で仕事ができている。

哺乳作業の準備を行う特定技能外国人

［事例10］　太陽ふぁーむ有限会社
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［昇給について］
●　定期昇給は、４等級 30 号俸ある。

［賃金以外の手当］
●　役職による手当がある（上述）。
●　ボーナスは日本人と同じで、夏 1.0 か月、冬 1.5 か月分。実習生は羨ましがり、ご飯をねだっ

ていた。
●　このように特定技能外国人を見て、実習生は羨ましいと思ってやる気を出すようになった。　

［福利厚生について］
●　今年は研修旅行できなかったが、バーベキューや懇親会はよく開催している。
●　地域住民とも祭りやパークゴルフのあと懇親会をしており、外国人の若い方がいると活気が出
て、地域の人からも喜ばれている。

5.効果と今後の動向
［受入れ効果について］

●　労働力が安定的になる。
●　男性が多い職場だったため、女性がいることで雰囲気がもの凄く和やかで明るくなった。
●　職場活性、イメージ向上につながった。
●　実習生の教育や、日本人の新人にも仕事を教えている。

［帰国後の交流について］
●　帰国後に SNS でコミュニケーションとるといったことはまだ考えてない。
●　入国待ちの外国人とは、よくフェイスブックでやり取りしている。

［今後の採用について］
●　現時点では、技能実習生で受入れたうえで特定技能へ移行する流れが一番良いと考える。
●　実習生が特定技能で残りたいと希望を言ってくれれば、受入れ側としても気心も知れており、

円滑に雇用ができる。

説明する生田目代表取締役
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6.新規受入れ国等の考え方
［新規国籍者について］

●　需要が無くはないが、監理団体がベトナム人のみに対応しているため、多国籍を受入れる予定
はない。受入れたベトナム人も素直で一生懸命なため、問題はない。

●　また、先輩がベトナム人なので、次に来る実習生もベトナム人の方が作業を教えあったりする
ことがやりやすい。

●　現在の特定技能外国人 2 名は、通訳替わりにもなっている。

［特定技能２号について］
●　特定技能２号が適用され、本人たちが希望すれば会社としては歓迎して雇用していきたい。求

人を出しても長期の日本人はあまり応募がなく、定着しないため。
●　２号になったら、夫婦で働いてもらうこともありだろう。住むところも確保しないといけない

が、近くに２つ一軒家があるため活用できたらよい。

7.特定技能外国人の声
●　日本の仕事は慣れたが、人工授精作業が難しい。
●　来日してすぐは寂しかったが、家族とはスマホでやり取りしている。
●　ベトナムに帰ったら、新しい家を建て、日本語を活かせる仕事をしたい。
●　地域の夏祭りはとても楽しかったし、コミュニティルームのカラオケはとても盛り上がる。
●　日本語は仕事でも話すので言葉を覚える。アプリやテキストでも勉強していて、図書館に行っ
て本を借りている。

●　休みの日は色々な野菜を作っていて、自分で食べている。
●　北海道の冬は寒いが、ベトナムで見れない四季折々があって、特に春の桜と紅葉は素敵。

特定技能外国人の二人

［事例10］　太陽ふぁーむ有限会社
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1.基本情報
［経営規模］

●　採卵鶏 80 万羽
●　年商　横浜ファーム全体で約 41 億円、下妻農場のみで約 22 億円
●　社員構成　　日本人 33 名　外国人 15 名（男性 9 名　女性 6 名）

［在留資格］
●　特定技能外国人 　　3 名（インドネシア人、男性）
●　技能実習生 　　12 名（インドネシア人、ベトナム人、中国人）
●　外国人の年齢層　インドネシア・ベトナムは 20 代、中国は 30 ～ 40 代（既婚者）
●　日本農業法人協会を通じて、2015 年から技能実習生の受け入れを開始した。

2.導入のきっかけ・取り組み等　
［リクルート方法について］

●　自前でリクルートし採用した。
●　自社の技能実習生を特定技能へ移行した。
●　現在受け入れている実習生のほとんどが、特定技能への移行を希望している。能力と本人の意
向を考慮しつつ、可能な限り希望に応えたいと思っている。

●　現在受け入れている特定技能は技能実習からの移行のみだが、今後は試験合格者も受け入れる
意向である。

3.雇用契約・支援内容
［雇用契約］　

●　直接雇用で 5 年間
●　５年間の受入れを前提に、在留資格とビザの更新に合わせて、雇用契約の更新も１年ごとに行っ

受入れ機関

登録支援機関

株式会社横浜ファーム 下妻農場
（茨城県下妻市）

株式会社Next Innovation
（東京都渋谷区）
公益社団法人 日本農業法人協会

（東京都千代田区）

国籍を問わず、経営の管理も担っていく
存在として外国人に期待事例 11

畜  産
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ている。

［支援計画について］
●　支援機関が規定通りにガイダンスを実施し、残業できる時間には限りがあるということを重点

的に伝えた。
●　福利厚生をなるべく手厚くし、信頼して働ける環境づくりを心掛けている。
●　来日したばかりの外国人には、日本での生活に慣れてもらうための生活支援（日用品などの買
い物フォロー、各種手続きの代行など）を行っている。

●　今後、試験合格者の特定技能を受け入れる際も、同様のサポートを行う意向である。
●　日本での生活に慣れている外国人に対しても、病院への付き添いなど生活サポートを行って

いる。
●　インドネシアへの一時帰国を希望している外国人に対しては、パスポートの更新や必要書類の

用意、チケット手配なども行っている。

［住環境について］
●　職場から自転車で 15 分ほどの距離にある 2DK のアパートを借り上げて寮としている（3 人居

住、同国籍・性別）。
●　家賃等については光熱費や Wi-Fi 料金などを含めた金額を人数割りで計算している。
●　光熱費は使用料が最も低い時期を基準に定額制とし、超過分は会社が負担している。
●　基本的な家電はすべて会社が提供している。
●　自転車は会社で貸与しているが、修理が必要な場合には外国人が各自で対応する。

［地域交流について］
●　近辺は工業が盛んな地域で外国人も多く受け入れているため、ボランティアで日本語勉強会が

開催されている。自社の外国人も、地域の外国人との交流を兼ねて参加している。
●　コロナ以前は地域のお祭りで卵販売を実施しており、その手伝いを外国人も行っていた。

［苦情対応について］
●　1 人 1 部屋を用意してほしいという要望があった。広さについての問題はないが、2 人 1 室で

あることに不満を抱いている。

4.労働条件とキャリアアップ・処遇
［賃金について］

●　時給制。日本人パート従業員と同程度以上。
●　技能実習から移行の際に昇給を実施した。能力によって昇給額は変わり、毎年実施する面談の

際に、昇給審査も行っている。
●　外国人は親への恩返しをしたいという気持ちがとても強く、仕送りもかなりの額をしているよ

うだ。

［労働時間について］
●　１日の労働時間　　７時間 45 分（8 時～ 17 時）

［事例11］　株式会社横浜ファーム 下妻農場
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［休憩について］
●　１日の休憩時間　　75 分
●　週休 2 日制だが、外国人は働きたいという意欲が高いため、休日出勤することもある。月の残

業時間は 30 時間以内に収まるよう仕事量を調整している。
●　有給休暇は、本人の希望をヒアリングしながら帰国までにはすべて消化できるように調整をし

ている。有給休暇の消化ペースとしては月に 1 ～ 2 日程度。

［安全衛生について］
●　日本語での説明では不十分な際は通訳を介している。また、指導は社員が見回って直接行う。
●　各言語に翻訳した注意喚起の掲示を行うために準備中である。
●　朝礼は毎日 15 分ほど行い、注意事項の伝達や体調チェック、安全標語の唱和を行っている。
その際には極力わかりやすい日本語で話すことを心がけている（掲示物には漢字にフリガナを振
るなどしている）。

●　外国人に関わらず、健康状態には配慮している。また、インドネシア人については、ラマダン
期間中は体調不良などがないか、特に配慮している。夏場の断食は熱中症や集中力散漫による事
故のおそれがあるため、水分だけは取るように指導している。

［外国人材の活躍について］
●　国籍問わずに、経営の管理も担っていく存在として外国人に期待し、鶏舎の管理から卵のパッ
キングまで、ジョブローテーションを行っている。

●　会社としても社内教育の見直しを行っており、新卒から幹部候補まで、教育システムの整備を
進めている。中間管理職の層が薄いことが課題であり、外国人にもその役割を担って欲しいと考
えている。

［キャリアアップについて］
●　現状は最長 5 年という制約があるため長期的なキャリア形成は難しいが、これからの時代は国

籍問わずに日本人と同じ雇用形態を取り、見合う能力があれば管理職にもすべきだと考える。
●　管理にも携わってほしいが、5 年間では作業の段階で終了してしまう。年数の制限が撤廃され

た暁には、積極的にキャリアアップの仕組みを構築し、投資を行いたいと考えている。

［能力向上について］
●　2 週間に 1回、会社に日本語教師を招いて日本語学習を実施している。
●　日本語検定の受験希望者には、会社が費用を負担して受験させている。
●　N2 合格者が１名、N4 合格者が３名おり、意欲のある人には積極的なサポートを行う意向で

ある。
●　日本語検定合格者には会社から表彰し、表彰状や記念品などを贈呈している。
●　フォークリフトなど仕事で必要な免許は、会社が費用を負担して取得させている。

［福利厚生について］
●　生活支援は手厚く行っている。夏は熱中症・脱水症状予防のためスポーツ飲料を毎日 2 本支給。
●　社内の忘年会や社員旅行に参加している（※現在はコロナ蔓延のため自粛中）。
●　コロナ以前はディズニーランドや富士山、富士急ハイランドに引率していた。
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5.効果と今後の動向
［受入れ効果について］

●　規模拡大と労働力アップにつながった。若くて明るいので、職場の雰囲気も良くなった。
●　規模拡大の手段として、特定技能の雇用は欠かせない。管理者の役割をロボットや AI が担う

ことは難しいので、幹部候補人材としても特定技能を積極的に受け入れていきたい。日本人も含
めて切磋琢磨し、有能な管理者になってほしい。

6.新規受入れ国等の考え方
［新規国籍者について］

●　国民性等も考慮して、慎重に選択していきたい。

［特定技能 2 号について］
●　ぜひ前向きに進めてほしい。グループの中には、一部、高度人材でベトナム人を雇用している

が、在留資格取得のハードルが下がればもっと幅が広がると考えている。

［共生社会について］
●　部屋や生活習慣についての指導は行っている。
●　スーツを購入して地元の成人式に参加した人物もいる。
●　多くの外国人を受け入れている地域のため、新型コロナワクチン接種の際には、病院にインド

ネシア人の看護師が待機していた。

7.特定技能外国人の声
●　母国で高校を出て来日し、現在 23 歳である。
●　休日は洗濯をしたり、自転車で買い物に行ったりしている。
●　家族への仕送りは月 7 万円ほど行っている。
●　日本には 12 年ほど在留した後に、インドネシアに帰国して結婚したい。
●　個室が欲しいという要望がある。

［事例11］　株式会社横浜ファーム 下妻農場
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1.基本情報
［経営規模］

●　肉用牛 330 頭のうち、黒毛和牛の親牛が 200 頭弱（繁殖和牛）。残り 150 頭程度が、哺育、育
成の牛たちでホルスタイン種や和牛、F1 も含まれる。

●　乳牛が 1,600 頭余り。常時 1,100 頭を搾乳。出産する前の 45 日～ 60 日は休ませる。
●　年間 1,200 ～ 1,300 頭の子牛出産がある。そのほとんどが松永牧場で肥育され肉牛になる。少

しでも地域貢献のため、子牛の売買は原則市場（島根西部家畜市場）をとおす。
●　設立は平成 17 年。異業種の安野産業（木材）、動物診療所などと、松永牧場グループとして 5

人で立ち上げた。メイプルという名前は、楓の葉という意味で、赤ちゃんのてのひらという意味
もある。

●　社員構成 日本人 28 名、外国人 18 名（男性２名、女性 16 名）

［在留資格］
●　特定技能外国人 2 名（ベトナム人、女性）
●　技能実習生 12 名
●　技術・人文・国際業務 3 名
●　特定活動 1 名
●　技・人・国は獣医（男性２名。女性１名）で、ベトナムの大学卒。特定活動は、帰国困難者。

2.導入のきっかけ・取り組み等　
［リクルート方法］

●　今回の２名が初めての特定技能外国人であり、第３号実習生から特定技能に移行した。
●　実習生時代から非常に優秀で、特定技能としての採用は会社で判断した。
●　農業の人手不足は日本どこでもそうだと思うが、とても助けてもらっている。
●　現在３号実習生は４名おり、今後特定技能に移行する可能性はある。

受入れ機関

登録支援機関

株式会社メイプル牧場
（島根県益田市）

岡山産業技術協同組合
（岡山県岡山市）

日本人と外国人の区別はしない
自発的に行動できる人物がキャリアアップする事例 12

畜  産
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3.雇用契約・支援内容
［雇用契約］

●　直接雇用で 3 年間
●　３年契約は外国人側の意思であり、こちらから提示したものではない。
●　また若く、結婚して子供も欲しいため、30 歳前には帰国するビジョンがあるようだ。
●　実習生たちには感謝しているので、できるだけ要望は聞いてあげようと思っており、５年いた

いと言えばそのように対応するつもりである。

［仕事内容］
●　仕事の内容は、給餌班・搾乳班・哺育班・繁殖班などの班ごとに分かれている。
●　班長は今のところ日本人が担っているが、近々特定技能外国人にもリーダーになってほしいと
話はしている。

［支援計画について］
●　監理団体兼登録支援機関の岡山産業技術協同組合が、支援計画を作成。
●　牧場では、仕事に関するベトナム語の張り紙を掲示しており、例えばこの薬剤はこう使うと示

すものを薬品会社に翻訳してもらっている。
●　SNSで支援機関もグループ登録しており、外国人からの相談は、支援機関へ常に連絡できる
体制にしている。

●　支援機関には通訳が数名いて、例えば体調を崩して入院する人が出たときは、通訳に何日か泊
まってもらって付き添った。

●　支援機関は毎月通訳を連れてきて個人面談し、困ったことがないかを確認している。それを会
社に伝えてもらっている。

［住環境について］
●　住環境は、７～８年前に新築した２棟を用意。２人部屋が 10 部屋なので 20 名は受け入れ可能

である。
●　建物のポイントとして、オール電化で、Wi-Fi も完備、風呂トイレ洗濯機炊飯器テレビエアコ

ンすべて揃えている。したがって、入居時は着替えと食べるものだけを持参すれば済むようにし
ている。

  

［事例12］　株式会社メイプル牧場

7 ～ 8年前に新築した宿舎の2棟
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［地域交流について］
●　忘年会はグループ会社全体で行うため、200 人規模が参加する場合もある。5 つの各牧場でそ

れぞれ出し物を出す際、ベトナム人がベトナムダンスをして盛り上げ役になっている。
●　地域の祭や老人会のクリスマス会にも参加し、お年寄りや中学生と交流している。地方だと外
国人と初めて接する中学生が多く、外国人共生を考える良い機会になっている。

●　当初は外国人に慣れない方も多かったが、今では交流を重ねることで、地域で受入れてくれる
ようになったと感じる。

［日本語能力向上対策等］
●　日本語能力試験には、毎回何名か受験に行っており、N3 取得者もいる。
●　勉強道具は、登録支援機関から教科書や問題集、ドリルが提供される。
●　よく勉強しているので、日本人従業員とのやり取りはすべて日本語で行っている。
●　ベトナム人同士でも、なるべく日本語で話すように指導している。

4.労働条件とキャリアアップ・処遇
［労働条件］

●　時給 1,060 円
●　技能実習生は、１号と 2 号が 824 円で３号が 860 円（2021 年）。
●　外国人のモチベーションにつながり、特定技能への移行意欲も強い。
●　外国人は残業をしたがり、休みがいらないという人もいるが、日本人とベトナム人で扱いを分

けることはしないので、特別働かせるということはない。
●　日本人と外国人には、良いことも悪いことも、同じにするという主義を通している。

［休日、休憩について］
●　休日は月７日。有給はシフト制で前月に希望日を提出させるため、消化率は高い。休みは、い

ろんな所に遊びに行っている。自転車（牧場で購入）を与えているし、毎週の買い物は会社のチ
ケットでタクシー利用もできる。

●　どこに遊びに行っているかは、プライベートなのであまり干渉しない。
●　自分（取締役場長）の名刺を全員に渡していて、出先で困ったことがあれば誰かに渡すよう言っ
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ている。
●　休憩は、昼休み１時間。
●　早番　朝４時～ 13 時　９時前後に休憩で食事。
●　遅番　15 時～ 24 時　深夜手当をつけている。

［安全衛生等］
●　彼女たちの作業場は、大きな動物（牛）が相手なので、踏まれたり蹴られたりする危険は少な

からずある。
●　生き物相手の職場環境であるため、安全・衛生管理を徹底して行っている。安全衛生の徹底方
法として、各所にカメラをつけている。怪我をしたときには、すぐにカメラを確認し、何が起き
たのかを分析して、その都度、こうしたら危ないからとOJTしている。

●　哺育育成に関しては、牛に対する衛生管理を徹底。ミルクの温度も毎回測るし、飲む水も毎日
変えている。

［キャリアアップについて］
●　仕事ができるできないも大切だが、それ以前に、人との接し方がどうかを重視している。
●　単に指示に従うだけでなく、こうすべきではないかとか、こうして欲しいというように、提案
や要望が言える人物を評価している。

●　今は、２名ほど班長クラスにすることを考えている。
●　実際に、班長手当のような意味で、昇給に差をつけて評価している。
●　キャリアアップの観点で、日本人と外国人の区別はしない。

［能力向上］
●　体系だった研修プログラム自体はないが、あくまで現場指導で能力向上させている。
●　なにかトラブルがあれば、その都度会議をして改善点を共有している。
●　社内ミーティングは毎日朝、昼、晩の３回やっており、都度、牛の状況を報告している。
●　特定技能は、技能実習生よりハイレベルな職種という位置づけにしており、実習生の指導役と
いうよりは、より高度な仕事をしてもらっている。

［賃金以外の手当等］
●　自転車支給、お米や肉、野菜や果物の支給。

［福利厚生等］
●　技能実習生は、３号移行時に、ドレスや着物を着て写真撮影しアルバムを作り、修了後記念に

母国へ持って帰っている。
●　さらに特定技能に移行する際は、会社の費用で東京ディズニーランドに遊びに行かせている。
●　実習生からすれば、今後の励みになっているようだ。

5.効果と今後の動向
［受入れ効果について］

●　技能実習生にとって、特定技能の道があることは励みになっている。

［事例12］　株式会社メイプル牧場
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●　男性が多い職場だったので、女性が入り職場全体が活性化した。
●　ベトナムは乳牛が少ないが、ベトナムに帰ってからも酪農業に就きたいという人もいる。日本

で仕事をやり始めて、面白いということがわかり、帰国して経営者になりたいという人もいる。

［帰国後交流］
●　実習生の帰国者とは SNS 等でやり取りしている。結婚した時や子供が生まれた時には、写真

を送って教えてくれる。

［今後の動向］
●　現在の特定技能外国人が、仕事に対する自覚や責任感が非常に強く、日本人社員にも見習わせ

たいくらいだ。今後も特定技能外国人を増やしていきたい。

6.新規受入れ国等の考え方
［新規国籍者について］

●　話があれば、受け入れないということはないが、新しい国籍の場合、実際にどのような感じな
のかイメージがつかないので不安はある。

●　過去にはラオス人や、県の事業でＩターン者のあっせんがあり、ニュージーランド人を受け入
れたこともある。

［共生社会に向けて］
●　今はコロナでそもそも行事がないが、地域の奉仕活動に参加していくことは、非常に良い取組

だと考える。

［特定技能２号について］
●　雇用期間をもっと延ばしたいため、特定技能２号のニーズはある。
●　雇用者側からすると住む場所の問題など家族帯同は対応が大変だが、やはり家族を連れてきた

いという人もいる。
●　日本人社員と全く変わらなくなるので、経験が要件として必要だ。
●　２号ができたら、日本人社員と同等にボーナスや退職金も用意するつもりだ。そういう基本的

なことを整備する必要がある。

楽しく語る特定技能外国人と技能実習生取締役場長の渡邉氏
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　（一社）全国農業会議所では、農林水産省の令和3年度補助事業「外国人受入総合支援事業」にて、
令和２年度に引き続き特定技能制度の適切な運用を目的に、農業分野での外国人材受入れに関する優
良事例の収集・周知を実施しています。その主な手順は、①優良事例選定の基準策定、②優良事例の
情報収集、③優良事例の確認・選定、④事例集の作成で進めました。
　その一環として、農林水産省協力のもと農業特定技能協議会に加入している受入機関に対して、ア
ンケートを実施しました。アンケート結果は、①特定技能制度における農業分野の受入れ状況として
とりまとめ、併せて、②優良事例集の作成にあたり、個別の現地調査の基準として活用しました。
　以下のとおり、アンケート調査結果のとりまとめを行いました。

1．アンケート調査の対象
        

①対象： 農業特定技能協議会に加入している特定技能外国人の受入農家等に対して実施し、 
174機関より回答を得た。    

②職種：耕種農業131機関（75％）、畜産農業43機関（25％）、合計174機関（100％） 

２．アンケート調査の実施要領 
      

①実施月日：令和3年5月21日～令和3年６月11日
②実施方法： 農林水産省より農業特定技能協議会構成員へ発出し、全国農業会議所にて回収・

集計        
        

３．調査対象農家の経営規模　※複合経営を含むため合計は174機関とならない。

①耕種農業：施設園芸（96機関）　（0.09ha ～ 255ha）（ハウス1棟～ 450棟）
　　　　　　露地栽培（75機関）　（0.7ha ～ 442ha）
　〈主要な作物（施設）〉        

　水稲14、 ダイコン12、小松菜12、 ごぼう11、ミニトマト11、レタス10、トマト9、
　ニンジン9、ホウレンソウ9、キャベツ8、ネギ8 

　〈主要な作物（露地）〉
　ダイコン12、水稲11、 ごぼう11、レタス10、ニンジン9、小松菜9、ホウレンソウ9、ネギ8、
　キャベツ8 

②畜産農業：肉用牛（3機関）（330頭～ 2000頭）、乳用牛（22機関）（40頭～ 3887頭）
　　　　　　肥育豚（8機関）（1800頭～ 39000頭）、採卵鶏（10機関）（1万羽～ 300万羽）  
            

アンケート実施の概要

農業分野の特定技能外国人受入れにおける
優良事例調査のとりまとめについて（参考）
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③従業員数

4．在留資格別外国人の受入れ状況（調査時回答のあった機関）

〈特定技能外国人〉

（受入れ人数別の機関数）

国籍別受入れ機関数 雇用開始時期

耕種農業

ベトナム35、フィリピン27、中国18、カンボジア10、インドネ
シア9、タイ6、ミャンマー 5、ベトナム・中国4、ウズベキスタン1、
ミャンマー・ベトナム1、スリランカ1、中国・ミャンマー 1、フィ
リピン・ベトナム1、フィリピン・ベトナム1、中国・カンボジア1、
ベトナム・タイ1、カンボジア・ベトナム1

令和元年度後半22
令和２年度前半19
令和２年度後半63
令和３年度前半10

畜産農業
ベトナム24、インドネシア5、フィリピン2、ベトナム・中国1、
中国1、ミャンマー1、ミャンマー・ベトナム1、ベトナム・中国1

令和元年度後半4
令和２年度前半7
令和２年度後半16
令和３年度前半3

1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人以上

耕種農業 71 31 13 3 1 2 4 5

畜産農業 17 13 4 1 1 2 0 3

0
10
20
30
40
50
60
70
80

1～5 6～10 11～20 21～30 31～50 51～100 101～
（人数）

（機関） 日本人従業員数

■ 耕種農業 ■ 畜産農業

0
10
20
30
40
50
60
70

1～5 6～10 11～20 21～30 31～
（人数）

（機関） 外国人従業員数

■ 耕種農業 ■ 畜産農業
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〈技能実習生〉（最小～最大）

〈その他の在留資格〉
　技術・人文知識・国際業務、特定活動、日本人の配偶者といった在留資格での受入れがあった。

総人数 国籍別受入れ機関数

総人数
0人～ 150人 ミャンマー 12、ベトナム71、ラオス1、タイ10、中国29、カン

ボジア11、モンゴル3、ウズベキスタン1、フィリピン32、インド
ネシア11、ネパール1

0
10
20
30
40
50
60
70
80

1 2 3 4 65 7 98 10 1211 13 161514 17
（受入れ人数）

（機関） 特定技能外国人の受入れ機関数

■ 耕種農業 ■ 畜産農業
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設問別回答状況

特定技能制度を活用した理由について（複数回答可）問1

（1）受け入れにあたって期待したことを選択してください。 
	 	 	

■ 人手不足の解消（145機関）
■ 外国人材の活躍に期待して（92機関）
■ その他（11機関）

（その他の内容）
◦過去に受け入れていた優秀な人材だった技能実習生を、特定技能として実習生をまとめる

リーダー的存在になって欲しいと期待した（本人も同様に希望した）
◦仕事にも慣れていて、技能実習生とのコミュニケーションも取りやすいため
◦若手の優秀人材確保
◦日本人従業員の労働時間の適正化、事業規模の拡大 

（2）外国人材側が期待したと思われることを選択してください。 
   

■ 日本での就労希望があった（134機関）
■ 高賃金を期待して（83機関）
■ その他（8機関）

（その他の内容）
◦日本人スタッフとの人間関係構築
◦菌床椎茸についての知識・経験を深めたい、日本の文化に触れたい
◦日本は安全で、母国より給料が良い
◦帰国後、畜産業での起業をするため

参考資料
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特定技能外国人のリクルート方法について（複数回答可）問2

（1）受入れた特定技能外国人について、以下のうち該当するものの全てを選択してください。
	 	 	

■ 技能実習2号の修了者（129機関）（54％）
■ 技能実習3号の修了者（44機関）（18％）
■ 過去に受入れていて帰国した元実習生（37機関）（15％）
■ 国家戦略特区事業の農業支援外国人だった者（0機関）（0％） 
■ 農業技能測定試験合格者（国内試験）（28機関）（12％）
■ 農業技能測定試験合格者（海外試験）（2機関）（1％）  

特定技能外国人の選抜方法

54%

18%

15%

12%

1%

2号修了者
3号修了者
帰国実習生
国内試験
海外試験 
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（2）採用に至った経緯を選択してください。 
       

■ 自前でリクルートし採用した（44機関）（25％）
■ 監理団体、登録支援機関からの紹介を通じて採用した（91機関）（51％）
■ 海外の送出機関を通じて採用した（6機関）（3％）
■ 職業紹介所を通じて採用した（1機関）（1％）
■ 民間企業のマッチングサービスを通じて採用した（1機関）（1％）
■ その他（34機関）（19％）

（その他の内容）
◦技能実習生だった外国人材と雇用主である当方がお互いに引き続き就労を希望したため
（多数）

◦本人が技能実習を終了していて、帰国後も現地で会ったり、連絡を取り合っていた
◦友人の紹介
◦当社に技能実習生として実習に来ていた外国人が自ら登録支援機関を見つけ、その登録

支援機関より連絡があった

採用に至った経緯

51%

25%

19%

3%
1%
1%

監理団体・登録支援機関からの紹介
自前
送出機関
職業紹介所
マッチングサービス
その他
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特定技能外国人材との雇用契約について問3

（1）雇用形態を選択してください。
        
■ 直接雇用（159機関）（95％）
■ 派遣契約（6機関）（4％）
■ 直接雇用と派遣契約の両方（2機関）（1％）      

 

 
     
   

（2）雇用期間を記入してください。 
　※複数人雇用している場合は、一般的な期間をご記入ください。     
   

■ 0.5年間：（5機関）（3％） ■ 1年間：（44機関）（26％） ■ 2年間：（15機関）（9％）　
■ 3年間：（25機関）（15％） ■ 4年間：（2機関）（1％）     ■ 5年間：（76機関）（46％）
※農繁期6か月ごとに通算1年…1、農繁期6か月ごとに通算5年…2を含む

雇用形態

95%

3%
2%

直接雇用
派遣契約
両方

0
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80
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雇用形態

95%

3%
2%

直接雇用
派遣契約
両方
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80

0.5 1 2 3 4 5
（年）

雇用期間
（機関）
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特定技能外国人材への支援内容について問4

（1）支援計画の作成主体を選択してください。

■ 受入れ機関（27機関）（耕種21、畜産6）
■ 登録支援機関（138機関）（耕種97、畜産33、不明8）      

 

（2）入国前ガイダンスで力点を置いたことや、提供した情報で特筆することがあれば記入して
　　ください 
       

◦日本語学習の支援
◦母国語で社内、登録支援機関にいつでも相談できる体制を整えていることを伝えた
◦雇用条件に関して、しっかり本人と企業で話し合いをした
◦法令遵守の側面から、残業時間などを会社としても厳密に管理する必要があるため、本人

が「より働きたい」という希望があったとしても、応えられない旨などについてはよく説
明した

◦技能実習として日本に在留は長いので技能実習との違いなどについて説明し、改善要望点
を重点に聴取した

◦技能実習時と同じ職場ではあるが、特定技能生は日本人と同等以上の待遇であることなど、
制度の違いを理解してもらい責任のあるポジションであることを十分に理解してもらった

◦日本人の特性、日本文化特徴の説明や、給与体系に本当に不満がないかに力点をおいた
◦犯罪の誘い等、言い寄ってくる人がいたら気を付けること
◦ごみ仕分けの指導
◦ラインで外国人とグループを作成し、入国前よりコミュニケーションを図り、日本の状況

や仕事の内容を共有している
◦配属サポート、市役所の手続き、買い物、日本語、帰国サポート、生活面のサポート等
◦日本の人手不足が深刻な状況であり、5年間しっかり頑張って欲しいので、少しでも悩ん

でいることがあれば支援担当者に相談して欲しい点を強調した
◦安心して働いてもらえるように、パスポートや在留カードを会社の人間が没収したらすぐ

支援計画作成主体

82%

18%

登録支援機関
受入れ機関
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（3）用意した住環境で力点を置いたことを記入してください。
       

◦部屋の広さ（多数）
◦職場からの距離（多数）
◦1人1部屋を提供している（多数）
◦Wi-Fi等のインターネット完備（多数）
◦外国人の居住費を抑えることに力点を置いた（多数）
◦生活に必要のものはすべて揃え、不足分は一緒に買い物に行き購入した
◦雨・風・雪など自転車通勤は大変なので会社敷地内の寮を用意した
◦キッチンの電化により火事などの災害を防ぐ
◦自転車の貸与　
◦既に雇用している技能実習生の近所に家を借り、コミュニケーションが取れるようにした
◦寮の中での人間関係に注意した。寮が2か所あるので、個人の性格や生活文化等の違いを

考慮して、出来るだけ本人の希望に沿って入居した
◦近隣住民とのトラブルが発生しないよう配慮した。ゴミ出し、騒音、生活臭等のクレーム

がでない立地条件、また職場からも近く、役員の自宅からも近い場所を選定した
◦社員社宅を新築し、1人1室に備品完備、1階にコミュニティールーム（カラオケ設置）を

つくり住環境の向上を目指した
◦集合住宅ではなく、戸建を借り上げるようにして、入居前に近隣へ挨拶してトラブルが起

こらないように配慮した
◦防犯カメラの設置、ネット環境の充実、宿舎と別棟にシャワー室と洗濯室の新設や増設

（4）地域交流として取り組んでいることを記入してください。
       

◦環境美化活動、道路わきの草刈り、運動会、ボランティアなど地域活動に参加（多数）
◦地域住民には積極的に挨拶するよう指導している
◦地域の祭りや農協の行事などに参加させている。外国人が出し物を出すことも（多数）
◦国際交流協会主催のイベント参加
◦市が行っている日本語教室やベトナムを紹介するイベントに参加している。地区の清掃に

も積極的に参加し、喜ばれている
◦直売所での販売を行い地域の方との交流をしている
◦防災訓練、リサイクル集荷当番への参加、集落内道路清掃の参加
◦新型コロナウィルスの影響で各種イベントが中止になっているが、社内の慰労会などに地

域の方も呼んで交流することは小規模で実施した

に入管や警察に連絡するようにということは必ず伝えている。また、同じ耕種農業の分野
であれば転職の自由も認められることも伝えて、雇用主には不利となるような情報でも伝
えるようにしている

◦母国語にて納税や国民年金等の納税義務に力点を置いて説明した
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（5）その他、苦情対応や面談を通じて得た外国人材の要望などを記入してください。
       

◦残業や休日出勤を求める要望があるが・・・（多数）
◦生活リズムが異なるため、1人１部屋にしてほしいという要望はあった
◦家族と一緒に過ごせないのが辛く、家族と長く日本で一緒に過ごしたいという要望が

あった
◦仕事の評価を踏まえた昇給を希望
◦日本のごみの分別は複雑すぎて、わかりにくいと外国人に言われたので　わかりやすくイ

ラストを用いて表を作成した
◦法定福利費が高いことの説明を求められた
◦新型コロナで帰国できなかったため、落ち着いたら家族へ会いに一旦帰国したい
◦農機具類（トラクター、コンバイン、田植え機）の運転をマスターしたい

参考資料

特定技能外国人材の労働条件について（回答数171機関）
※複数人雇用している場合は、一般的な労働条件をご記入ください。

問5

（1）時給又は月給の基本給を記入してください。
	 	 	

■ 月給制（耕種34機関、畜産21機関）
■ 日給制（耕種1機関、畜産0機関）
■ 時給制（耕種92機関、畜産23機関）
■ 耕　種（月給制／月：147,334円～ 240,000円、平均170,235円）
　　　　　（時給制／時：800円～ 1,200円、平均899円）
■ 畜　産（月給制／月：151,200円～ 225,000円、平均184,248円）
　　　　　（時給制／時：800円～ 1,200円、平均939円） 

〈月給制〉（55機関）

16万円未満 16～17万円 17～18万円 18～19万円 19～20万円 20～21万円 21～22万円 22万円以上

耕種 9 9 7 6 0 1 1 1

畜産 2 6 0 6 0 3 1 3
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〈時給制〉（115機関）

800円未満 800円台 900円台 1000円台 1100円台

耕種 1 42 40 7 2

畜産 0 6 10 6 1

（2）１日の労働時間と、労働時間に関して気を付けていることを記入してください。
　　（回答数169機関）

〈１日の労働時間〉
■ 6時間（2機関） ■ 6.5時間（5機関） ■ 7時間（22機関） ■ 7.5時間（22機関）
■ 8時間（101機関） ■ 8.5時間（3機関） ■ 9時間（8機関） ■ 9.5時間（2機関）
■ 10時間（3機関） ■ 11時間（1機関）

〈労働時間について気を付けていること〉
◦時間外労働時間が多くならないように気を付けている
◦日本人同様、労働基準法第36条に基づく労使協定内の時間に抑えること（多数）
◦月の残業時間はこまめにチェックしている
◦夏場は労働時間が長くなりがちなので、昼の休憩時間を長くしている。変形労働制を組ん

でいる
◦繁忙期は月内で何度か労働時間を確認し、長時間労働の防止に努めています
◦毎日の労働時間の変動があまりないようにすること
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（3）１か月の休日日数と、休日に関して気を付けていることを記入してください。
	 	 	

〈１か月の休日日数〉
■ 週休１日か4 ～ 5日（耕種48機関、畜産11機関）　■ 5 ～ 6日（耕種29機関、畜産12機関）
■ 7 ～ 8日（耕種29機関、畜産8機関）　■ 週休２日（耕種8機関、畜産7機関）
■ 9日以上（耕種7機関、畜産0機関）　■ シフト制、週休2日（耕種1機関1、畜産1機関）
■ 年105日（耕種1機関、畜産1機関）

〈休日について気を付けていること〉
◦周りにいる外国人実習生と休みが合うように心がけている
◦長期間休みが無い状況を作らない
◦山の中に会社があり買い物が不自由なので、月に何回か会社負担でタクシーを呼んで買い

物に行けるようにしている
◦事前に本人の希望休みも提出させ、仕事量を加味してシフト作成をしている
◦遠方へ外出する場合は届出制にしている
◦完全休養を取り身体を休ませる様にさせている
◦プライベートには、あまり干渉しないようにしている
◦買い物など出掛ける時、特に荒天時は交通事故など気を付けるよう周知している
◦疲れを取ること、部屋の掃除をすること
◦農閑期には休日を増やしている（多数）
◦休日の間隔が一定であること(多数）
◦本人の希望が有れば有給と休日を続けて取れるように考えている
◦万一、1週間に1日休めなかった時は、翌週に2日休日を与える
◦用事がある場合や、体調がすぐれない場合は自ら申し出て休んでも良いと伝え、休みやす

い雰囲気にしている

参考資料

◦休憩時間は必ず休む。残業を毎日したいという要望があるが、労働時間と体調管理を考慮
しながら指示している

◦労働時間内に仕事を終えるよう段取りをアドバイスする
◦本人の健康状態に留意しつつ、本人の希望に沿った働き方を模索
◦所定労働時間を超える残業が無いよう勤怠管理を行っていること
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（4）１日の休憩時間と、休憩に関して気を付けていることを記入してください。
	 	 	

■ 1時間／日（耕種32機関、畜産10機関）
■ 1時間15分～ 20分／日（耕種9機関、畜産5機関）
■ 1時間30分／日（耕種62機関、畜産9機関）
■ 2時間／日（耕種13機関、畜産6機関）
■ 2 ～ 3時間／日（耕種5機関、畜産2機関）
■ 4時間以上／日（耕種1機関、畜産7機関）
■ 午前午後の２部制なのでなし（畜産1機関）

〈休憩について気を付けていること〉
◦他従業員が日本人のため、会話に入れなかったりしないよう話を振っている
◦夏は休憩時間を長く、水分を取るように気を付けている
◦外国人に関わらず、本人の健康状態などには配慮をしている。また、インドネシア人に関

してはイスラム教徒が大半であるため、ラマダン期間中は体調不良などがないかを特に配
慮している

◦休憩時間が長く、仮眠などをとることも多いため、始業時間を気を付けている
◦10時と3時は、茶菓子の提供
◦肉体労働なので、作業・季節に応じてこまめにとる
◦12：00 ～ 14：00までの休憩を設け、昼中の用意が済ませられるよう配慮
◦休憩時には、茶菓子、お茶、ドリンクを提供。冬は、ホットにしている
◦仮眠のスペースを用意している
◦水分補給と顔色チェック
◦天候状況や作業内容によって、休憩場所や時間は臨機応変に確保している。（例：日差し

を避けて涼める場所に移動、猛暑日は体調をみながら休憩時間を延長など）
◦休憩室の環境整備（エアコン等）
◦休憩時間以外でも、疲れた時は休むように言い聞かせています

0
10
20
30
40
50
60
70

60分 70～80分 90分 100分

1日の休憩時間

■ 耕種農業 ■ 畜産農業

110分～

（機関）



77

（5）作業時の安全・衛生について気を付けていることを記入してください。
	 	 	

◦作業上注意事項がある時は、事前に注意点などを話している
◦指導者が常に安全注意を促す
◦安全衛生教育の徹底と機械の安全チェック
◦弊社の安全・衛生の基準の遵守を指導
◦事故の動画を見て、危険性を知ってもらう。一人で作業しないようにしている
◦安全衛生委員会での情報共有、労災の未然防止
◦感染症対策も含め、手洗い・うがい等基本的な衛生管理は、定期的に声掛け、ポスター掲

示（わかりやすい日本語）を行っている
◦GAP、JGAP、ASIAGAPなど取得した認証の管理仕法に従って行う
◦全ての作業において安全確認、手順を遵守することを徹底している。安全標語の唱和、管

理担当者による作業現場チェックなど
◦技能実習も終えているので、かなり作業は熟練しているが、危険予測や食生活、適時、健

康診断など受けている
◦実習生からの延長のため、慣れからの不用意な事故を起こさないように注意喚起を行って

いる
◦農業機械等の安全対策。声かけは特に重要視している　私を含め、大きな声で合図等行う
◦農機具、薬剤散布などの時は、注意喚起する。自分だけではなく、周りや他人にも気を配

る。事前機械などの安全確認をする
◦作業の手順、用具の説明・点検、野菜アレルギーの説明
◦職場の気温が上がりすぎないように調整している。我慢できない時は直ぐにそこから出る

よう指導している
◦定期的に安全衛生教育を実施、ヒヤリハット報告・安全衛生手順など母国語で掲示
◦作業が変わるごとに安全管理を指導する
◦機械への巻き込み等の安全への意識づけ、鶏インフルエンザの予防等の衛生管理の意識づ

けを終礼時に行う
◦事故が起こらないように作業前に扱う器具、機械類の点検、作業後のメンテナンスを習慣

化。母国語の注意喚起を掲示
◦収穫、選別、調整作業なので、食品としての安全面に重点をおいている

参考資料
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特定技能外国人材のキャリアアップや処遇について（延べ回答数160機関）問6

■ キャリアアップする仕組みがある、もしくは導入を考えている（43機関）（27％）
◦農場長、現場管理者、指導員、各部署リーダーへの昇格(多数）
◦技能実習生等外国人指導のリーダーになってもらい、後輩への指導するようにしている
◦作業分解をし、スタッフ、リーダー、サブリーダーの違いを明確にする
◦特定技能1号の1人は、私共の農場長的な存在として頑張ってくれている。日本人や外国人

の区別なく能力に応じて活躍している
◦能力に応じた昇給、業務手当等の加算
◦日本での運転免許習得、農場長への見習いをして、よければ農場長に昇格させる
◦今後外国人スタッフが増えたら、チーム制を導入してリーダーというポジションを作る
◦各部門責任者への昇格
◦係→係長→課長への昇格を検討
◦運転免許、作業免許の取得の推奨
◦作業責任者の補助者としての役職を与えようと考えている
◦能力が高いと認められる人は、班長へ昇格し日本人パートの指導をしてもらう

■ 能力向上のための仕組みがある、もしくは導入を考えている（27機関）（17％）
◦日本語能力検定など本人が希望すれば積極的に教材を無償で提供し、テストも無料で受けさ

せる
◦本人の希望により日本の資格試験を受験させる。運転免許、重機、フォークリフト、日本

語検定等
◦導入したいという考えはあるが、期間の縛りがあるのでは中長期的なキャリアパスを描くこ

とが難しいと感じている。ただし、外国人材には多くの優秀な人材がいることも確かであり、
キャリアアップしていく仕組みを構築したいと考えている。日本語勉強会を隔週で開催して
いる。日本語能力試験に関しても学習意欲のある者に対しては会社が受験料を工面して受験
をさせている

◦獣医師や外部指導者を招いての講習、その時に通訳の手配
◦OJTによる段階的な研修
◦研修プログラムを組んでいる（月1回のミーティング・作業の可視化と細分化）
◦日本語検定等合格者は時給増額
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参考資料

◦定期的な現場作業会議と勉強会
◦牛の受精卵の卵移植を教えている
◦会社独自の日本語試験の実施

■ 賃金を昇給する仕組みがある、もしくは導入を考えている（83機関）（52％）
◦定期昇給制にしている（多数）
◦リーダーにしたので、手当をつけている
◦自動車免許など資格の取得で昇給
◦正社員と同様の扱いにしている
◦昇給審査は毎年実施している
◦繁忙期や、頑張った月には賞与があること
◦評価表に基づく従業員全員の評価によって昇給
◦在籍年数や能力、取り組み姿勢等によって総合的に判断
◦出来高（能力給）を導入している
◦能力に応じた昇給制度を取り入れたいと考えているが、何を基準にすべきかが解らずなか

なか進んでいない

■ 賃金以外の手当がある、もしくは導入を考えている（62機関）（39％）
◦猛暑時の時給加算
◦住宅手当20,000円の支給
◦夏季・冬季賞与（多数）
◦日本語検定手当
◦技能手当、リーダー手当
◦作業着購入補助30,000円／ 1年／ 1人、水道光熱費補助10,000円/月
◦皆勤手当　１日300円、月5000円
◦後輩指導ができる者への手当支給
◦野菜の現物支給
◦光熱費 住居費等の助成
◦普通自動車運転免許保有者には手当を支給している

■ 福利厚生がある、もしくは導入を考えている（91機関）（57％）
◦花見、クリスマスパーティー、誕生日会、食事会など（多数）
◦従業員全員とのBBQ大会・会食、観光等
◦健康増進の一環としてマラソン大会への参加費会社負担
◦日本の風習（祭り・餅つきなど）を実施し、希望する外国人材に参加してもらっている
◦日帰りまたは1泊の慰安旅行
◦収穫物の切り替え時期など、時々食事会や、バーベキューなどをしております
◦春節、磯遊び、花火大会、芋掘り大会、忘年会など毎年定例化して実施している
◦休日は社用車の利用便宜
◦家族と一緒という気持ちがあるので、全員の誕生日会をみんなですること。
◦年間3 ～ 4日の慰労日を設けている
◦作目が変わるタイミングなどで慰労会の焼肉パーティーを実施している
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・医薬品の支給
・地元の農園さんでのイチゴ狩り、獅子舞の踊りの見学参加
・ボウリング大会、社内や地域との交流会

■ その他（13機関）（8％）
◦子犬ペットを飼い始めて、とても楽しそう
◦日本の文化として、夏祭りの時に、各自に浴衣を購入して、着付けから教えてもらった
◦昼食に　低価格でうどん・そばの提供
◦振袖の試着など、日本文化に触れる

〈技能実習生を特定技能に移行した場合〉　（回答数113機関）  
■ 技能実習からの移行に際して、賃金あるいは各種手当を引き上げた（113機関）（100％）
◦特定技能への移行に値する人材を移行しているので、そういった意味で昇給を行っている
◦技能実習からの以降の場合、月給になり、ボーナスの支給がある

特定技能外国人を受入れた効果について記入してください
（回答数161機関）

問7

（1）時給又は月給の基本給を記入してください。
	 	 	

■ 労働力アップにつながった（149機関）（92％）
■ 職場活性化につながった（66機関）（41％）　
■ 規模拡大につながった（42機関）（26％）　
■ 売上増加につながった（33機関）（20％）
■ 職場のイメージ向上につながった（22機関）（14％）
■ その他（7機関）（4％）

◦時間内での生産性向上に繋がった
◦仕事がはかどり、職場の雰囲気が良くなった
◦若い外国人を入れることによって、会社に活気をもたらしている
◦労働力がUPし耕作面積が増やせ売り上げ増加につながった
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特定技能外国人材との帰国後の交流やフォローについて
検討していることを記入してください（回答数61機関）

問8

■ 相互訪問等帰国後の交流（59機関）（98％）
■ 事業提携等の模索（7機関）（12％）       

◦今は現実的ではないが、特定技能外国人に農業経営を引き継いで貰えるような制度が出来
れば農村の振興にもつながると思う

◦帰国後に訪問し、プレゼントを渡している
◦人材交流と併せて、海外展開を見据えた取り組みができればより発展的に事業活動を行え

るのではないかとは考えている
◦母国の家族に会うことを約束している
◦帰国後もSNSを通じて連絡を取り近況を確認する

◦技能実習が終わっても引き続き特定技能で働けるので全体のモチベーションが上がった
◦安心して仕事を任せられ、家族や従業員の休日取得や旅行等に行けるようになった
◦繁忙期の残業時間の低減になった
◦特定技能外国人に技能実習生の指導をしてもらっているため、営業・配送に専念できる
◦他の技能実習生達の模範となりリーダーシップを発揮している
◦居住地域に年配の方も多く、日本文化に興味を持つ外国人材のおかげで活気が出たように

感じる
◦現状、事業規模拡大には必要な人材であり、今後制度が拡充されて長期間での雇用が可能

となれば、管理者などへの登用も十分ありうると感じている
◦技能実習から移行でき、既に実習で学んだ技術を持ったまま特定技能へ変更できるため、

貢献度は高いと思う
◦丁寧な圃場管理が出来るようになり、地域の空いた畑を借りられるケースが増えた
◦他の実習生の相談相手になったり、日本語もある程度理解できるので会社側との間に入っ

てくれて意思疎通が図りやすくなっている
◦寡黙に働く姿勢は、日本人以上の能力・体力があると思う。最終的には労働力不足である

農家組合員に外国人雇用をしてもらえるようJAがお手本となり雇用し、検討農家が増
えた

◦技能実習以外の作業ができる、肉牛の保育や分娩、飼料配合など
◦技能実習生はまだ日本語のレベルが低いので　特定技能生が教えてくれている
◦技能実習生と会社や日本人社員とのパイプ役として頑張ってくれている。実習期間の浅い

実習生の相談役として活躍している
◦日常会話が出来て農業の経験もあり基礎知識があるので指導時間の理解が早く作業効率が

良い
◦技能実習生からの移行で、後輩実習生の生活指導と実習指導も日本人指導員と協力しなが

ら担ってくれている

参考資料
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今後、特定技能外国人材の採用を増やしていく意向について
（回答数167機関）

問9

■ 意向がある（111機関）（66％）　
■ 意向がない（1機関）（1％）　
■ 分からない（55機関）（33％）       

〈意向がある理由〉
◦日本人従業員より、働いてくれる。生産性が高い
◦当社の特定技能の方は、技能実習のリーダー的な存在　仕事・生活・日本社会のシステム

など理解しており、次に繋いでくれている
◦日本人従業員の募集が厳しい
◦人手不足を解消するため
◦現在働いている技能実習生が希望したら採用する方向
◦社員としての自覚を持ち、責任感を持って働いてくれている
◦労働意欲が強く、実習生と比べ日本語能力が高い
◦技能実習生と異なり、日本で３年生活しているので、ゴミ出し・交通ルール・有給などの

日本の労働にも慣れているため
◦第一次産業では圧倒的に人材が不足している。作業者も不足していれば、管理者も不足し

ている。作業者はいずれロボットやAIに取って代わられるだろうが、管理者はそうはい

採用を増やしていく意向について

66%

33%

1%

意向がある
意向がない
分からない

◦帰国後、人材発掘の情報提供
◦ミャンマーにも農業指導ができたらいい
◦母国の子供と一緒に交流できたらよい
◦インドネシアに帰国後は、現地でねぎを栽培してもらい、インドネシアの農業の活性化と

雇用を生み出してもらえるようにフォローしていく。日本との懸け橋となってもらいたい
◦次の人材確保につなげたい
◦母国で農業をやりたいという声を聴いているので、何か助けをしてあげたい
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新たに受け入れる特定技能外国人の国籍に係る需要について問10

（1）現在受け入れている特定技能外国人の国籍を記入してください。

■ インド 
■ インドネシア（16機関） 
■ ウズベキスタン（1機関） 
■ カンボジア（15機関）  
■ スリランカ（1機関）  
■ タイ（6機関） 
■ 中国（27機関）  
■ ネパール  

参考資料

かないので、今後は幹部候補人材に関しても特定技能外国人で考えて行かなければならな
い時代がくると感じている。そのためには、在留期限の延長が不可欠であり、それがあっ
てはじめて中長期的なキャリアパスを描くことが可能であると感じている

◦コロナ禍の影響で、海外からの新規入国がままならないため、在籍している技能実習生を
特定技能外国人として延長したい

◦日本や地域の環境に慣れた状況での仕事に期待している。実習生と会社のコミュニケー
ションに一役買ってほしい

◦管理者を増やし、仕事量を増やせる

〈意向がない、分からない理由〉
◦特定技能外国人は転職等が自由なため、１つの職場に定着しづらい
◦労働力アップにはつながるが、日本人との言語、仕事の指示などの相違がありそれへの対

策が難航しているため
◦登録支援機関への支払いの負担
◦手続書類の煩雑さ
◦転職可能な在留資格では、都心部に外国人材は流れてしまうと考える。今回、弊社で勤務

している特定技能外国人は、本人に『この会社で働きたい』という強い希望があったため、
弊社としても採用することができた。今後同じような関係性を築ける外国人材が現れれば、
検討することもあるかと思いますが、現状はその意向はない

◦日本人との兼ね合いを見ながらなので何とも言えない
◦当初計画した人員になっており、今後の事業規模の拡大度合いに応じて決めていく

■ パキスタン 
■ バングラデシュ  
■ フィリピン（33機関）  
■ ブラジル 
■ ベトナム（77機関）  
■ ミャンマー（9機関）  
■ モンゴル 
■ ラオス
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（2） これまで受け入れたことがなく、かつ、今後に受入れを検討している国籍があれば、以下
の中からチェックしてください。

■ インド　 
■ インドネシア（23機関）　 
■ ウズベキスタン（1機関）　
■ カンボジア（11機関）　 
■ スリランカ（3機関） 
■ タイ（7機関）　
■ 中国（8機関）　 
■ ネパール（9機関）　 
■ パキスタン（1機関）　

（3）新規国籍者の受入れにあたり懸念事項があれば、記載してください。

◦文化、習慣、宗教観、食事の違いなど
◦文化、国民性などによって日本人との親和性は異なるので、そういった部分を十分に考慮

して選択したいと考えている
◦宗教による生活様式や食事制限など
◦受入人材の国の文化や特色がわからない
◦日本語が十分できるか不安
◦現在在籍している特定技能外国人や技能実習生と、国の違いによる風習や人柄、考え方の

違い
◦外国人同士でのコミュニケーションがうまくいくか心配はある
◦多国籍になるので、意思疎通がうまくいくか少し不安
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スリランカウズベキスタンタイミャンマーカンボジアインドネシア中国フィリピンベトナム

　新規受入れ国籍のニーズ

■ バングラデシュ（2機関） 
■ フィリピン（8機関）　 
■ ブラジル　
■ ベトナム（24機関）　 
■ ミャンマー（12機関）　 
■ モンゴル（4機関）　
■ ラオス（6機関）　 
■ その他　
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（4）上記事項を踏まえた受入れニーズの強さをチェックしてください。（回答数121機関）

■ 積極的に受け入れたい（33機関）（28％）　
■ 不安はあるが受け入れたい（60機関）（49％）　
■ あまり受け入れたくない（28機関）（23％）

新規国受入れニーズ

49%

28%
23%

積極的
不安
ない

共生社会の実現に向けた取組 問11

◦地域からの依頼で、祭りの際に焼き鳥を無料販売会社の親睦旅行その他、旅行やショッピ
ング　温泉・神社・初詣など

◦地域の運動会、祭りなどの行事への参加
◦祭りで母国の食文化を披露
◦地域での奉仕活動等に参加
◦従業員とは常に同一行動している。地域との付き合いも自然に付き合うようにしている
◦市のイベント(文化祭、夏祭り、日本語教室)に参加。ベトナムで生花店に勤務していた経

験を活かし、ベトナムのアレンジフラワーや花束の作り方の講師として紹介した
◦地域イベントへの参加、日本文化へのふれあい、日本の生活等の見学
◦地域の祭りに浴衣を着て行ったり、参拝や餅つき、餅まき、日本の文化（七五三、法事、

お正月、お盆）に参加
◦地区の祭に参加など地域社会との交流機会を提供、地区のごみ拾いに参加、日本文化を学

ぶ機会の提供、寺院・神社参拝及び作法な歴史を学ぶ等
◦年2回の地域1日清掃の参加社員旅行への参加
◦会社主催の慰労会には係わりのある地域の方々にも声をかけており、その際に交流を深め

てもらっている
◦地域の小学校との交流、成人式の参加

参考資料
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